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英語科 
１.  Gnobleの考える「英語」 
 
▼英語を読む 
次の文章は、Apple Inc.創業者の故 Steve Jobs氏が、スタンフォード大学の卒業式で述べた祝辞
の一節です。 
 
Sometimes life hits you in the head with a brick. Don’t lose faith. I’m convinced that the only thing that 
kept me going was that I loved what I did. You’ve got to find what you love. And that is as true for your 
work as it is for your lovers. Your work is going to fill a large part of your life, and the only way to be truly 
satisfied is to do what you believe is great work. And the only way to do great work is to love what you do. 
If you haven’t found it yet, keep looking, and don’t settle. As with all matters of the heart, you’ll know 
when you find it. And, like any great relationship, it just gets better and better as the years roll on. So keep 
looking. Don’t settle. 
 
時として人生ではレンガで頭をかち割られるようなことが起きるものです。（しかし）信念を失ってはいけない。

私は確信しています、私を駆り立ててくれたのはただ一つ、自分のしていることが大好きだという気持ちだった

と。 皆さんは自分が大好きなものを見つけなければいけない。それは仕事でも恋人でも同じように当てはまり
ます。皆さんはこれから仕事が人生の大きな部分を占めていくでしょうが、自分が本当に心の底から満足を得た

いなら進むべき道はただ一つ、自分が素晴らしいと信じる仕事をすることです。 そして素晴らしい仕事をした
いなら進むべき道はただ 一つ、自分のする仕事が大好きであることです。まだ見つかっていないなら、探し続
けること。落ち着いてしまってはいけません。心の問題と一緒で、そういうのは見つかるとピンとくるものです。 
そして素晴らしい人間関係と同じように、年を重ねるにつれてどんどん良くなっていく。だから探し続けること。

落ち着いてしまってはいけません。 

 
英語で文章を書いたり、英語で話をするには英語を発信する力が必要ですが、それより前に、

英語の文章が読め、英語を聞いて分かるという受信する力を身に付けねばなりません。受信とは、

読んで・聞いて意味が分かるということで、必ずしも和訳することではありません。例えば This 
is my house.のような文であれば、中１の夏を過ぎる頃にもなればイメージが脳裏に浮かび、和訳
しなくても意味は分かるはずです。しかし内容が抽象的になりイメージしづらくなると、日本語

に置き換えた方が分かりやすくなります。冒頭の文章は決して抽象度が高いとはいえませんが、

高校生になってからグノーブルの門を叩く方のほとんどがこのレベルの英語が読めないのが実

情です。以下のように読むのがグノーブル流で、授業の時にもこのように解説します。例として

下線部を取り上げます。 
 

I’m convinced 私は確信している(何を？) that the only thing 唯一のこと(どんなこと？) that kept me going 私を進ま
せ続ける was は…だった(何だった？) that I loved 大好きだったということ（何を？） what I did 私のすることが . 

 
和訳問題の答案としてこのまま解答欄には書けませんが、充分に受信できていることはお分か

りいただけると思います。また、英語力が高まるにつれて、区切れ目は少なくなっていきます。 
 

I’m convinced 私は確信している(何を？) that the only thing that kept me going 私を進ませ続ける唯一のことは
(どんなこと？) was that I loved what I did 私のすることが大好きだったということ . 

 
要するに「英語を読む」には、以下のようにすれば良いのです。 
区切りを見つけて意味を捉え ⇒ 自然に湧いてくる疑問と共に ⇒ 左から右に読んでいく 
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▼英語を聞く 
「読む」際には文末のピリオドに到って「あれ？分からない」と感じたら、文の初めに戻って

読み返すことが可能です。しかし、冒頭の一節は『祝辞』として語られたものでした。「英語を

聞く」場合には、音は聞こえた後すぐ消えてしまいますから、前に戻ることはできません。英語

の語順のまま受信する必要は一層高まります。（ただし、聞く場合には話し手が意味の切れ目で

一瞬ポーズを入れますので、意味の切れ目を誤解する可能性は低くなります。もちろん、英語を

聴き取る耳が鍛えられていることが前提の話ですが。） 
 
▼文法力と語彙力 
さて、ここで問題が 2つ生じます。１つはどうすれば区切りを正しく見つけられるかというこ

と、もう１つはどうすれば区切りの内側の意味が分かるかということです。 
「区切りを見つけて」と言うのは簡単ですが、英語を読めない人は区切りを正しく見つけられ

ません。例えば先ほどの下線部を 
 

I’m   convinced that the only   thing that   kept me   going was that I loved what   I did. 
 

のように区切ってしまったらどうでしょうか？正しく受信できる見込みはゼロです。また、

convinceの意味を知らなければ、I’m convincedが分かりません。そこで、文法力と語彙力が必要

になります。 
 
▽文法力＝区切りを見つけて区切り同士の関係を把握する力 
グノーブルでは、特に中学生の間は英文法を重視していますが、それはテストの文法問題に正

答するためというよりむしろ、区切りを見つけて意味のカタマリ同士の関係（＝構文）を把握す

る力を培うためです。先ほどの下線部は、文法的には、I’m convinced(SV) に続く that節が 
 
［①that the only thing(S´)（②that kept me going）was(V´)［③that I loved［④what I did］］(C´)］(O).で 

①thatは接続詞。be convincedの目的語になる［名詞節］を導いている。 
②thatは関係代名詞。先行詞である that節内の主語(S´)を修飾する（形容詞節）を導いている。 
③thatは接続詞。that節内の動詞(V´)の補語になる［名詞節］を導いている。 
④whatは関係代名詞。lovedの目的語になる［名詞節］を導き、節内で didの目的語になっている。 

 
と説明できますが、英語のネイティブはいちいちこのような分析をしながら読んではいません。

それは、私たちが日本語の文法を意識せずに日本語を運用しているのと同じです。 
ここで気をつけなければいけないことがあります。それは、ネイティブは文法を意識していな

いだけであって、文法をしっかりと身に付けているということです。日本語のネイティブであれ

ば、「『動く』という動詞は五段活用する動詞だから、『ない』に接続するときには未然形の『動

か』という活用形を用いるのだ」などと分析することなく、「『動かない』は正しいが『動くない』

は間違いだ」と瞬時に判断できますが、それは、文法が身に付いているからできることなのです。 
グノーブルでは英文法を身に付けるために、中学生テキストの基本例文（＝Sentences for 

Workout）を全て*GSL 化し、*Workout を通じて運用できるように指導しています。以下の英文

は全て Sentences for Workoutからの抜粋です。（*GSLと*Workoutについては本資料の p.6をご覧ください） 
① that：I think that he is busy. 【中１ １０月テキストより】 
② that：We learned that the moon orbits the earth every 27 days.  【中２ ５月テキストより】 
③ that：My first impression was that he was really funny.     【中３夏期講習テキストより】 
④ what：I don’t believe what you’ve just said.                【高１ ７月テキストより】 
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Workoutによって以上の文法事項をしっかりと身に付けている生徒は、I’m convinced that the only 
thing that kept me going was that I loved what I did.を切れ目を見つけながら、返り読みすることな
く、一度で意味を捉えることができます。 
（Jobs氏祝辞中の下線部は、難しい語は１つもありませんが、正確に意味を捉えるにはしっかり

とした文法力が必要です。読み書きに必要な文法力の有無を確認する指標としてお読みいただ

けます。） 
 
▽語彙力＝区切り内の意味を捉える力 
グノーブルでは中３から大学入試レベルの長文を読み始めます。文法を習得している生徒で

も、英文の中に知らない語がたくさん出てきます。語彙の壁にぶつかるわけです。 
未知の語があっても文脈から想像することは可能ですし、そうすることは非常に大切です。し

かし一文の中に３つも４つも意味の分からない語があれば、想像するにも限界があります。そこ

で、相談に来る生徒がいます。「先生、単語がわからないから長文が読めません。市販の単語集

を買って覚えようと思うのですが、どの単語集がおススメですか？」 我々は答えます。「単語集

で英単語と日本語訳を一対一対応で暗記するようなことはしないでください。授業で板書した

語彙解説を写した『語彙ノート』を作って頻繁に目を通し、英語の本文を音読して頭に沁みこま

せてください。辞書を引いたら、必ず語源の説明を読むようにしてください」と。 
 
漢字の意味を「偏

へん

や旁
つくり

」から類推できるように、英語の語も、『接頭辞＋語根＋接尾辞』の組

み合わせで意味をイメージすることができます。例として、dictという語根と接頭辞・接尾辞の

組み合わせを挙げます。【 】内が意味のイメージ、「 」内が訳語です。 
 

dictate ＝ dict 言う＋ate…させる ⇒【言いつける;言って書き取らせる】「命令する;書き取らせる」 
＞dictator ＝ dictate＋or…する人  「独裁者,権威者;口述者」 
＞dictation ＝ dictate＋ion 名詞語尾  「指図,指令;書き取り」 

diction ＝ dict 言う＋ion 名詞語尾 ⇒ 【言うこと,言い方】「言葉づかい,言いまわし」 
＞dictionary ＝ diction＋ary…に関する場所 ⇒ 【言いまわしが収録されている場所】「辞書」 

predict ＝ pre 前もって＋dict 言う ⇒ 【前もって言う】「予言する」 
＞prediction ＝ predict＋ion 名詞語尾 「予言」 

contradict ＝ contra 反対に＋dict 言う ⇒ 【反対を言う】「反論する;矛盾する」 
＞contradiction ＝ contradict＋ion 名詞語尾 「反論;矛盾」 
＞contradictory ＝ contradict＋ory 形容詞語尾(…の性質がある) 「反抗的な;矛盾した」 

 
先の下線部に出てきた convinceであれば、グノーブルの授業ではどの講師も、接頭辞 con全く、す

っかり＋語根 vince 征服する ⇒【完全に（精神的に）征服する→思い込ませる】「納得させる，確信

させる」のように板書して、同じ語根を含む convict, victory, victor, invincibleなどにも言及します。 
高校生にもなると生徒は電子辞書を持ち歩くようになりますが、電子辞書に入っている英和

辞典はほとんどが大修館書店の『ジーニアス』です。『ジーニアス英和辞典 (第５版) 』で convince 
を引くと見出し語と発音記号のすぐ後に、【原義：完全に(con)征服する(vince) →説得する. [派]  
→conviction(名)】と説明されています。その兄貴分に当たる『ジーニアス英和大辞典』を引くと、

【初 16C；ラテン語 convincere(征服する)より. con(完全に)＋vince(征服する). convict と同語源. 
cf. victory, victor】と、より詳しく解説されています。また、三省堂の『ウィズダム英和辞典』（製

本されている辞書を購入すると、無料でウェブ版が利用できます）では  
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* 
* con･vince  /kənvɪ́ns/［音声］ [con(完全に)vince(征服する)]（(名)conviction, (形)convinced,以下省略… 

 
と出ています。英和辞典を引いたらこれらの説明を読むということを、習慣にしたいものです。 
 
単語集で単語を覚えようとする試みは、泳げない人が、泳ぐのに必要な筋肉をウェイトトレー

ニングをして鍛えようとするようなものです。効果が全くないとまでは言いませんが、それが泳

げるようになることには直に結びつきはしません。泳げるようになるには、泳いでみるしかない

のです。泳いでいる（＝英語を読んでいる）間に、泳ぐのに必要な筋肉（＝語彙力）は自然と身

に付いてゆきます。 
 
▼GSL：Gnoble Sound Laboratory＝グノーブルの音声による演習 
グノーブルの授業では英語の仕組みを理解してもらうことをとても大切にしていますが、英

語はコトバですから、理解したことを身に付ける訓練をしなければいけません。そのトレーニン

グ（＝ワークアウト）をするために、６学年全てに独自開発の音声教材 GSLを導入しています。

中学生は文法テキストの Sentences for Workoutという基本例文の音声を、高校生は基本例文に加

えて長文読解の音声を、MP3 形式でウェブサイトから配信しています。また、テキストにある

QR コードを読み取って、YouTube 動画で英語スクリプトと音声を視聴することも可能です。 
中学生には、Sentences for Workout の基本例文を何度も聴いて音読し、暗誦できるくらい親

しんでくるという宿題を全学年・全クラスで出しています。翌週の授業の最後にその中から３ 
本の英文を放送して書き取らせ、定着度を確認します。これによって英語の音を聴き取る力がつ

いていくだけでなく、理解できたことが身につき、語彙も自然に増えていきます。  
高校生には長文の音声を配信し、授業で解説を聞いたのでしっかりと理解できている長文を

繰り返し聴き、何度も音読するように指導しています。音読すると返り読みができないので、英

文の意味を前からカタマリごとに捉えていくことができるようになります。このやり方でスラ

スラ音読できる長文を一つ一つ増やしてゆくと、初見の長文でもかなりのスピードで読めるよ

うになります。 
 
▼GCL：Gnoble Creators’Laboratory＝発信型の英作演習＆添削 
英語の発信力を高めるためには、Workout するなどして英語をインプットするだけでなく、少

し背伸びをしてアウトプットしてみることがとても役に立ちます。グノーブルは、英語を書くと

いうことを重視し、６学年全てで英作文の添削指導をしています。高３になると、授業自体が『読

解』と『英作・文法』に分かれ、『英作・文法』の授業内で毎回添削をし、宿題として書いてき

た英作文を提出していただき、それも添削しています。中１～高２でも定期的に添削指導をして

います。 
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２. 受講効果を上げるために 

 
①授業内で 
 
▼中学生の授業の流れ 
 
プリント演習①⇒ 添削②⇒ プリントの解説③⇒ 宿題の解説④⇒ 新単元の導入⑤⇒ お帰り問題⑥ 

 
プリント演習①： 英作文・和訳・読解・文法等、数枚のプリントを授業の最初に配付します。

添削②：英作文や和訳などの記述式のプリントを回収し、教室で講師が添削をします。 
プリントの解説③： 添削して生徒一人一人の課題を見極めた上で、適切な解説をします。 
（中学１・２年生のα・α１クラスではパワーリスニングを、α２・α３クラスでは例文の

音読をおこないます。） 
宿題の解説④： 前回の授業で課したテキストの文法問題や読解問題を解説します。 
新単元の導入⑤： カリキュラムにある文法単元を、黒板を使った双方向の授業で説明します。 
お帰り問題⑥： Workout してきた基本例文（Sentences for Workout）の定着度を確認するため、 

Dictation
書き取り

してもらいます。ちゃんと書き取れた方から授業終了です。 
 
▼高校生の授業の流れ 
 
プリント演習①⇒ 添削②⇒ プリントの解説③⇒ 宿題の解説④⇒ お帰り問題⑤ 

 

プリント演習①： 英作文・和訳・要約・読解・文法等、数枚のプリントを授業の最初に配付します。

添削②： 英作文・和訳・要約などの記述式のプリントを回収し、教室で講師が添削をします。 
プリントの解説③： 添削して生徒一人一人の課題を見極めた上で、適切な解説をします。 
宿題の解説④： 前回の授業で課した文法テキストと読解テキストの問題を解説します。 
お帰り問題⑤：クラスの状況に応じた問題を出しています。 Workout してきた読解テキストや基

本例文の定着度を確認するため、GSL を放送で流し、Dictation
書き取り

してもらいます。 
 
▼休まない・遅れない 
英語の授業は中１から高１までは年間に４９回です。受講して伸びる生徒は欠席も遅刻もせ

ずに【宿題⇒授業⇒復習】のサイクルを生活に組み入れている方です。授業を休むと、授業中の

緊張感を持った演習ができず、演習後の痒いところに手が届く解説を聞けなくなるだけでなく、

その前後の【宿題…復習】の学習サイクル全てを失うことになります。中学生であれば、新単元

の導入授業も受けられなくなります。行事等でふだんお通いの曜日で受講できない場合は、振替

授業に出席することを強くお勧めします。 
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②授業外で 
▼宿題と復習 
英語科では、中１から高３の全てのクラスで毎週一定量の宿題を出しています。問題を解いた

り、提出する英作文を書いたりといった宿題には、毎週取り組んでいただかなくてはなりません。

これをやらずに漫然と授業に参加しているだけでは、英語力の向上は望めません。 
宿題をしっかりやるのは最低限のことで、英語力が伸びるかどうかは Workout を継続してお

こなうことにかかっています。生徒の皆さんには繰り返し指導していますが、確認のため掲載し

ます。 
 
▽中学生の Workout： 小ターム毎に配付するテキストの巻頭に記してある以下の勉強方法を、

継続して行ってください。それで英語の基礎力は万全になります。 
―― 授業で「理解」したことを「身に付ける」ためのWorkout（＝トレーニング） ―― 

① Listening
聴き込み

：授業で理解した例文を、テキストを見ないで繰り返し聴く（回数は全ての文が完

全に聴き取れるまで）。電車の中での時間も利用する。 
② Retention / Shadowing

口まね

： Retentionは、英文一本を丸ごと聴き取った後で、まねて発声する練 
習方法。Shadowingは、聞こえた英語をすぐさままねて発声する。 

③ Reading aloud
音 読

： ②のWorkoutで耳に残っている音を利用して、テキストを見ながら一文を音

読する。目安は一文につき５回。 
④ Recitation

暗誦

： ③のWorkoutの後すぐに、テキストは見ないで声を出して暗誦する。目安は一文 
につき１０回。 

⑤ Dictation
書き取り

： ④が終わった後、日を改めて行う。英文一本が流れ終わったら、丸ごと書き取る。 
書き取ったものをテキストと照合して、つづりの間違いなどがないかを確認する。 

以上のWorkoutが終わったあとで、宿題として出されているテキストの問題を解いてください。

必要なことが頭に入っているので、スラスラと解けるはずです。 
 
▽高校生のWorkout： 読解問題に関しては、以下のWorkoutを行ってください。 
① Listening

聴き込み

： 授業で理解した GSL 対応の長文を題材にする。 
1. 英文を見ながら音声を聞き、意味の切れ目を意識して目で英文を追いかける（慣れるまで）。 
2. 英文は見ずに音声を聞く。聞き取れない箇所は、後で英文を見て確認する。全て聞き取 
れるまで繰り返す。（英語の耳が出来てきたら聞き取れているかの確認にDictation

書き取り

をするのもよい。） 
3. 英文は見ずに音声を聞いたそばからShadowing

まねして声を出す

する。 
（1.と 2.は電車の中などの時間も利用する。3.は自宅では大きな声で、電車ではクチパクで。） 

② Reading aloud
音 読

：授業で理解した長文を題材にする。気持ちを込めて、声に出して

読む。目安は １０回。一回毎に右のように印をつけてゆくと励みになります。   

音読の効用は、具体的には以下の三点です。 
1.声に出して読むと左から右にしか読んでいけない（＝右から左へのいわゆる「返

り読み」ができない）ので、英文の情報を「表現の持つ意味の単位で区切って、出てくる順

番に頭の中に入れる」ことができるようになる。＝ １回読んだだけで分かる力がつく！ 
2.声に出して読むと日本語に置き換えることができないので、英文の意味を英語のまま捉え

られるようになる。＝ 速く読める力がつく！ 
3.「目」だけでなく「口」と「耳」も使っているので、文法・語法・語彙が記憶に残りやすくなる。 
＝ 英語力そのものが向上する！ 
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３. 大学入試の変化 

 
現在、上智大学の国際教養学部、早稲田大学の国際教養学部、立教大学 GLAP、法政大学のグ
ローバル教養学部、国際教養大学など、英語による授業だけで卒業できる学部・大学が日本国内

に複数存在します。大学での英語による授業は今後ますます増えていくと思われます。 
また、AO 入試の選考に資格試験を用いたり、一般入試の通常の募集枠とは別に TOEIC 枠・

TOEFL*枠・TEAP**枠を設けるなど、英語の資格試験を利用する大学が増えています。 
 
TOEFL*：TOEFL（Test of English as a Foreign Language =「外国語としての英語のテスト」、トーフル）は、アメ

リカ合衆国の NPO である Educational Testing Service(ETS)が主催している外国語としての英語のテス

トです。その名称の通り非英語圏の出身者のみを対象としていて、英語圏の高等教育機関による入学

希望者の外国語としての英語力判定のために用いられます。 

２００５年から導入されている iBT（Internet-Based Testing）では、スコアは０～１２０で表示されま

す。読む・聞く・話す・書くの４技能全てが試されます。 

 

TEAP**：Test of English for Academic Purposesの略語で、上智大学と日本英語検定協会が共同で開発した、大学で

学習・研究する際に必要とされるアカデミックな場面での英語運用力（英語で資料や文献を読む、英語

で講義を受ける、英語で意見を述べる、英語で文章を書く）を測定するテストです。総合的な英語力を

把握することができるよう読む・聞く・話す・書くの４技能全てが試されます。 

   
▼東大の「グローバルリーダー育成プログラム

G l o b a l  L e a d e r s h i p  P r o g r a m

(GLP)」 

東京大学は２０１４年度から「グローバルリーダー育成プログラム」を実施しています。国際社

会に強い興味を持ち、将来革新的なリーダーたるべく、高い英語力と意欲を備えた学部生が対象で

す。 
学部１・２年次(GLP Ⅰ)に、トライリンガル・プログラム*などの指定される科目を受講し、実

践的外国語能力の獲得、グローバル教養の涵養、実践力・問題解決能力の育成を目指します。 
GLP Ⅱが始まる学部３年次に GLP Ⅰの課程を修了した学生から、TOEFL iBT(Internet-Based 

Testing)で１００点以上に相当する高い英語力を持ち、２か国語以上の外国語を習得してグローバ

ルに活躍することに強い興味と関心がある学生を約１００人選抜して、地球規模の課題に対して

学術的で革新的なアプローチで臨み、国際社会の指導的人材に要求されるビジョンや能力を養い

ます。 
 
トライリンガル・プログラム*: 高い英語力を有すると認められる学生(上位１０％程度)を対象に、日本語と英語に

加え、もう一つの外国語の運用能力に長けた人材を育成する特別プログラムです。 

 
▼大学入試に対する Gnobleの考え方 

 大学入学共通テストにおける民間試験の活用が、TOEICの参加辞退、全国高校長協会による４技

能試験延期の申し入れ、試験会場や検定料の公平性を危惧する声、試験問題の非公開といった不透

明性、業者選定の問題等々、さまざまな物議を醸した結果、ついに 2021 年 6 月、「大学入試のあり

方に関する検討会議」は、2025 年以降の大学入学共通テストにおける英語民間検定試験の導入につ

いて「実現は困難であると言わざるを得ない」とする提言を示しました。このことにより、「スピー

キング試験」の導入も見送られることになりましたが、高度な語学力を必要とするのは「英語を話

す」ことに限定されません。「リーディング」においては一定量の英語を短時間で情報処理する力

が必要であり、それは単語帳をひたすら暗記し、細かい構文解析をしたからといって身につくも

のではありません。「ライティング」にしてもスペリング、文法、英語の表現力といったディテ
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ールに加え、エッセイの全体構成にも目を配った総合力が求められます。「リスニング」では会

話形式のスクリプトもあれば、大学での講義を想定したスクリプトもあり、様々な場面に対応し

た音声面での理解力を身につけていなければなりません。つまりどれを取っても一朝一夕には

いかないのです。 
 また難関と言われる大学ほど知識偏重型ではなく、アカデミックな面での実用性を重視する

問題へ年々変化しています。入試問題は長文化し、合格基準に達するには、文章中に提示されて

いる具体的なデータを短時間で把握し、話の流れを方向付けながら筆者の論理展開を読み取っ

ていく能力が必要で、まさにこれは文字情報があふれるネット社会に対応したスキルであると

言えます。 
 時代はコロナウイルスのパンデミックという全面的な社会情勢の変化に直面しましたが、「社会

のたからものである子供たちが、つながりをもった知識を身につけて知力を伸ばす」ことをグノ

ーブルは目指しつづけます。グノーブルでは設立当初から他の予備校や塾に先駆け、授業内容と

連動した音声教材、GSLを全学年で配信してきました。「眺めているだけの英語」が実用性に乏し

いのはもちろんですが、それだけでは本来伸び盛りの生徒たちの知性を刺激するには不十分だと

考えたからです。目、耳、口といった複数の器官を通して成長を促すことは学ぶ楽しさにつなが

り、そのことで英語力のスキルを向上させる持続的な意欲も高まります。 
  
▼理解と実践 

 外国語学習はしばしば楽器やスポーツの上達にたとえられます。頭の理解だけではなく、実際

に使いこなせるようになるには繰り返し練習することが必要となるからです。「聴き取り」や「音

読」はまさしくその練習を実践するための有効な方法であり、第二言語に対する瞬発力を鍛える

うえで、これほど手軽に、なおかつ効率的におこなえるプラクティスは他には見当たりません。

しかしこの実践練習も、何を意味しているのかまるで理解していない状態で、流れてくる音をひ

たすら聞いて発声しているだけでは、望むような効果は得られません。身体的な実践練習が最大

限の効果を発揮するには、正しい原理をもとにした理解の場があることが前提となります。 
 皆さんは浅田真央選手のような超一流のフィギュアスケーターにもつねにコーチがついてき

たことをご存知のことでしょう。浅田選手が５歳でスケートを開始したばかりの頃にも、名古屋

のリンクにいる専属コーチが、基本のスケーティングから始まって、ステップ、スピン、ジャン

プ等の指導をしていました。そして浅田選手が世界の頂点に立ってからも、タラソワや佐藤信夫

といったコーチが、技術的な指導はもちろんのこと、客観的な目で振付師とともに試合での戦略

を立案していました。グノーブルでも、私たち講師は、将来「英語の一流選手」になることを目

指す皆さんに、年齢や習熟度に応じて、その努力ができるかぎり成果に結びつくような理解の場

を提供することを心がけています。また私たちは、基礎段階において正しく英語の原理をつかん

でいることが、その後の上達の度合いを決めていくと考えています。 
 
▼文法理解と GSLの重要性 

 グノーブルの中１～中３テキストのGSLは、英文法の基本ルールを頭の中に構築することを目標

につくられたものです。どのような原理で各単語が並べられ、形が変化し、情報が付加され、一つ

の文が出来上がっていくのかということを頭の中に積み上げていくために、毎回の授業がおこなわ

れています。仮に授業がまったく存在せずに、GSLの英文と音声だけが手渡され「毎日鍛錬に励ん

でください」と言われたらどうなるでしょうか。大多数の生徒たちはきっと意味の分からない苦行

に嫌気がさしてしまうでしょう。 
 子供たちは大人以上に知的な発見に興味を持ちます。複雑に思えることでも体系化され、シン

プルな原理で説明できることが分かると、大変な好奇心で新たな世界を突き進んでくれます。そ

してこのとき、GSL の本領が発揮されるのです。知的に内容理解したものをどれだけ耳でつか

まえられるのかを試し、自らも声を出してまねをすることで、瞬間的に引き出せる英語のルール

や表現がどんどん増えていきます。耳や口を使ったプラクティス（グノーブルではこれを「ワー
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クアウト」と呼んでいます）は、身体を使って反応する感覚と同種のものですので、うまくでき

るようになると楽しさと意欲が増していきます。 
 なぜ一流を極めているアスリートはあのような途方もない努力ができるのでしょうか。どう

考えても競技そのものに対する「楽しさ」がなければ長続きはしません。そして一流のアスリー

トたちは、自らの競技において上達する「コツ」をつかんできたからこそ「楽しさ」を感じてい

るのだとも言えます。グノーブルの英語学習は「リアルな授業」でコツをつかみ、「GSL」を使
ってワークアウトするという強化パッケージを日常的に活用するものです。そして良質な学習

習慣を身につけることが、その後の高度で幅広い英語に対する理解を促します。 
 

▼リスニングとスピーキング 

 英語力を向上させるために最も物を言うのは、日頃の訓練にあります。ある卒業生の保護者の

方が「グノレット」の座談会の中で次のようにおっしゃられています。 
「グノーブルで唯一気になっていたのはリスニングにネイティブの先生の授業がないことでした。

ところが一番伸びたのがリスニング。東大の本番でもリスニングにはほとんど間違いがなかった。

考えてみれば、ネイティブの先生の授業を１週間に２、３時間受けるよりも、グノーブルで用意さ

れている音声教材を活用した方がはるかに効率が良かったのだと思います」（グノレット 18 号，p.40） 
 利用の仕方や目的にもよるのでしょうが、「英会話スクールに通ったがあまり意味がなかった」と

いう話はよく耳にします。そもそも１度のレッスンの中でネイティブの先生との会話を通じて身に

つく語彙や表現だけでは大した量になりません。インプットが少なければアウトプットもそれ以下

に制限されてしまい、結果として「あまり成果が上がらなかった」ということになってしまいます。 
 大半の学校では、ネイティブの先生の授業や会話練習がおこなわれており、生徒の皆さんには

その貴重なアウトプットの場を有効活用して欲しいと願いますが、それと同時にインプットを

軽視していては知的に学力を向上させることはできません。日本語を自由に話したり聞いたり

できる子供たちが、日本の国語教育の中で年齢に応じて「リーディング」をおこなうのも、知的

リテラシーを培うという目的があるからです。 
 高校生になると中学生では基本例文であったGSLが、内容面でも語彙レベルでも深みがある英
文へと変わります。GSLを活用し、リスニングだけではなく音読やシャドーイングにも励んでく

ださい。音読をすると理解に実感が加わり、一種の経験として記憶にも定着しやすくなります。 
 なおオススメしたいのは自分の音読やスピーキングを録音することです。各種検定試験のス

ピーキングテストでも、自分の声を吹き込む録音式が少なからず採用されています。まずテーマ

を決めて（「自分の住む町の紹介」「尊敬できる人物」等）、それについて３０秒ほど英語で作文

し、その後また３０秒ほどでスピーキングしてそれを録音する。慣れてきたら作文は省略し、い

きなりスピーキングをおこなう、といったやり方で、客観的に発音や内容の検証が出来ます。そ

してこれを繰り返すことで確実に録音式のテストへの対応力が上がります。ただし頭の中に英

語の材料が揃っていないと結局何も話せませんから、やはりインプットは重要です。 
 
 ▼受験学年での英語学習 
 グノーブルでは受験学年になると（正確には共通テストの１年前に当たる高２の冬期講習か

ら）、リーディングの授業の冒頭で必ず「要約演習」をおこないます。これには東京大学の入試

で、要約問題が毎年出題されているからという理由もありますが、「要約という作業が、知的コ

ミュニケーションの力を鍛えるから」という理由の方が大きいのです。相手（＝筆者）の主張を

正しく理解し、それを正確に、独りよがりにならずに第三者に伝える力は、あらゆる面で知的活

動の土台となります。さらに「要約演習」で生徒の皆さんが理解した英文は、GSL としても配

信されています。授業を通じて筆者の意図を理解することで、筆者の気持ちそのままになり、正

しい発音とリズムをまねしながら音読の練習に励むことができます。 
 またそのようにして身につけた表現や段落構成についての視点は、ライティングの授業で毎

回提出する自由英作文に活かすこともできます。自由英作文では自らが発信者となり、受信者と
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して文章を読んでいるときには気づかなかった英語の特徴を意識することになります。たとえ

ば、結論を最後に述べる日本語に対して、英語では冒頭で大事なことを述べて、以下の文章でそ

の内容を補足するという展開が基本となります。さらに文章がうまく読めないのは読み手の力

不足であるという「読み手責任」の日本語に対して、「書き手責任」の英語では、どんな読み手

にも理解できるように書き手が十分に説明を尽くす必要があります。このように日本語とは正

反対の頭の使い方をする英語的表現は、自らが発信者となるライティングの練習を積むことで

身につくものです。当然、そのスキルは話者として発信する場面でも十分に活かされますし、ま

た発信者としての視点がリーディングの理解をいっそう深めるという相乗効果も期待できます。 
さらにライティングの授業では、リスニング演習もおこなっています。これまで読んだことの

ない文章を題材として、聞き手としてのスキル（単語やフレーズを聞き取れるか、話される内容

を話されるスピードで前から理解できるか、その文章を読むだけの語彙力、文法力、教養がある

か、など）を把握し、弱点を日々のワークアウトの重点課題とすることができます。つまり、皆

さんが学習サイクルを継続することで、大学入試に必要な「リーディング」「ライティング」「リ

スニング」の力を自然に伸ばせる工夫が、グノーブルの教材と授業スタイルの中に込められてい

るのです。 
 またグノーブルの英語には文系コース、理系コース、国公立コース、難関私大コース、医学部

コース等の志望別クラスは存在しません。幅広く社会を見渡せる能力が、英語学習にも必要だと

考えているからです。実際にこれまでの卒業生たちも、小手先の対策ではなく、英語力そのもの

を鍛えることに力を注ぎ、結果を出してきました。 
 大学の入試問題には各大学のアドミッションポリシー（入学者の受け入れ方針）が反映されて

います。たとえば東京大学は「知識を詰め込むことよりも、持っている知識を関連づけて解を導

く能力を重視する」という方針を入学試験作成の基本としています。そしてこの方針はまさにこ

れまでの東大２次試験の英語で十分に表現されてきました。東京大学がこのような能力を試す

試験内容を大きく変更するとは考えにくいですし、従来の方針はグローバルな現代社会におい

てこそむしろ有効であるはずです。 
 
 
４. 今後について（中学生） 

 
①中１ 
▼冬期講習 
全４回の冬期講習では、通常授業を受講している皆さんにとって、文法単元としては復習中心

となりますが、毎回、新しい発展的な事項も学習します。また、この講習から授業中に読解問題

の演習を始めます。 
 
▼冬期講習以降 
１月の３回は「現在完了」、２月の４回は「受動態」を学習します。どちらも動詞の「過去分

詞形」を使う表現です。 
我々の見るところでは、英文法がしっかり習得できるかどうかの分水嶺となる大きな山が五

つ存在します。いわゆる『臨界期（脳の言語回路が固定化する時期）』以降、外国語として英語

を学ぶにあたっては、この五つの山を一つずつ、乗り越えて行かねばなりません。 
一つ目の山は「be 動詞の文と一般動詞の文の区別」で、それぞれについて否定文や疑問文・疑

問詞を用いた疑問文に変形できる力を身に付けること。この山は中１の間に越えなければいけ

ません。二つ目の山が「準動詞」の山で、不定詞・動名詞・分詞が、動詞の性質を残しつつも、

文中では他の品詞の働きをすることをしっかりと理解した上で、自在に使えるレベルまで習熟

することが大切です。この山は、基本事項については中２の間に越えたいものです。三つ目の山
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は接続詞・関係詞を用いた「複文」の山で、ここまでの山々を越えた人は、続く「仮定法」の山

と「これらの組み合わせに習熟する」山は、比較的楽に越えることができます。 
グノーブルでは中２の夏前に三つ目の山まで一通り導入が終わりますが、生徒が習得するま

で時間がかかります。しっかりと身に付くまで、繰り返し復習していただきます。 
 
 
②中２ 
▼冬期講習 
全４回の冬期講習では、通常授業を受講している皆さんにとっては、文法単元としては復習中

心となりますが、豊富な文法の演習だけでなく、読解の演習も合わせて行います。 
 
▼冬期講習以降 
１月の３回は主に「完了形」と「仮定法」、２月の４回は「接続詞」を学習します。テキスト

（宿題）やプリント（授業内演習）で読解問題も扱い、同時にパワーリスニング（α・α１ク

ラス）で高度なスクリプトを素材にした音声練習をおこないます。 
 
 
③中３ 
▼冬期講習 
αとα１クラスでは、既に毎月の「テーマ別リーディング」等で大学入試基礎レベルの読解問

題を扱っていますが、この冬期講習は全クラスで『大学受験に向けて高校レベルの読解力入門』

と題し、読解に特化した授業をおこないます。GSLの音声も、長文読解問題の配信となります。

グノーブル流の「前から読んでいく」を徹底して行い、大学入試レベルの語彙もたくさん学んで

いただきます。 
 

EGGS*のご案内： 講習本科では読解しか扱いませんので、特別講座としてこの冬も EGGSを開講します。 

EGGS は、４日間で英語力の基盤となる英文法を全て学習しようという講座です。３６５本の基本例文を

GSL配信します。 

EGGS*: English Grammar Green Session for newcomers「新入生のための基礎英文法講座」。高校生からグノー

ブルの通常授業受講を希望する方のために２００９年度から開講。これからグノーブルで英語を勉強しよ

うという方を対象とする講座ですので、通常授業で英語を受講されている方は受講の必要はありません。 

また、１月～２月に、EGGS受講者を対象に、EGGSで学んだことの定着を図り、さらに読解力を養成する

６回の講座を開講する予定です。EGGSの授業内でご案内します。 

 
▼冬期講習以降 
１月の３回は「複合関係詞・強調・倒置」、２月の４回は「（高校範囲の）比較表現」です。こ

れで、高校範囲まで文法事項は全て一通り終えて、春期講習から高校生です。 
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数学科 
１.  Gnobleの考える「数学」 
 
物事を論理的に考えられ、自分の力で問題を分析し、解決する能力を身につけてもらう 

私たちは、常にこのことを考え授業に臨んでいます。 
生徒のみなさんに第一志望の大学に合格できる力をつけていただくことはもちろんのこと、大

学生、社会人になってからも役に立つものの考え方、見方を身につけていただきたいと考えてい

るからです。 
そのために必要な力とは、「基礎力」「表現力」「実践力」の３つです。 

 
① 基礎力：数学における基礎知識について正しく理解し、計算できる力 

問題を解く上で必要となる知識（計算法則、定理、公式）を、ただ丸暗記するだけではな

く、「どうしてその計算法則や定理、公式が成り立つのか」の証明や類題演習を通して、しっ

かり考えることで、「使える知識」として吸収していただくことが大切です。 
グノーブルのテキストは単元別に細かく分冊されており、授業を受け復習することで、単

元ひとつひとつの知識を確実に定着させることができるように作られています。 
さらに、重要単元は繰り返し学習できるようにカリキュラムが組まれています。 

 
② 表現力：自分の考えを正しく表現できる力 

実際の入試で得点するためには、自分の考えをしっかりと採点者に伝える力、つまり表現

力が必要です。この表現力を養うためには、答案を第三者にしっかりと添削してもらうこと

が不可欠です。 
グノーブルでは、宿題ノートに自分の考えを表現してもらうことや、授業中の発言や発表、

授業中に行う個別添削を通して、早い時期から表現力を養う練習をしていきます。 
 

③ 実践力：問題を解く上で必要な知識を選択でき、それを組み合わせることができる力 

各クラスの「基礎力」「表現力」を見ながら、担当者がクラスのレベルを判断し、最適な問

題を選択して出題した応用問題をこなしていただくことで、実践力を養っていきます。 
ここで大切なのが「あきらめず、自分の力で何とかしようという姿勢」です。内容的には難し

い問題が多いと思いますが、問題が解けたときは自信がつきますし、たとえ問題が解けなかっ

たとしても、いろいろ考えて解説を聴くのと、投げ出してただ解説を聞くのとでは数学力にお

いて雲泥の差が生まれます。 
 
以上の力を養い定着させる為に、なるべく毎日数学にふれるようにしてください。 
 
 
２. 受講効果を上げるために 

 
① 授業内で 

グノーブルでは、より効果的に数学の力をつけていただくために、基本的には以下のよう

な流れで授業を行っています。（中１、中２生は担当２人制により、以下の順がクラスによっ

て異なります） 
 

宿題の解説及び前回までの授業内容の復習 → 新単元の導入 → 演習 → 確認 
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▼宿題の解説及び前回までの授業内容の復習 

クラスや学年によって量は異なりますが、必ず毎回の授業で宿題を出すことにしています

（ただし講習前の最終授業や講習中は除く）。宿題の目的は、授業で扱った基本事項が理解で

きているかの確認と、基本事項を踏まえての応用問題にじっくりと取り組んでいただくことで

す。解説が必要と思われる内容については、次回授業の導入時に解説を行います。授業の導入

として、宿題の解説や前回授業までの復習をすることによって、授業内容をよりしっかりと定

着させることが出来ます。また、頭の準備運動的な意味合いもあります。 
 

▼新単元の導入→演習→確認 

新しい内容の解説をし、併せて演習を行います。演習を行うことで、解説した内容が正しく

生徒に伝わっているか、また問題を解くにあたってその知識を正しく利用できているかを確

認し、分かったつもりではなく、「真の理解」を目指します。また、演習中に教室を回り、答

案を確認することによって、個々の理解度を直接確認し、その理解度によって、その日の重要

事項をしっかりと確認できる時間を設けています。 

 
▼「ノートをとる」ということ 

授業中にノートをとる際に重要なのは、きれいに書くことではなく、「解説された内容を後で

自分が見て分かるように書く」ということです。ただ板書をまる写しするだけではなく、難しい

と感じたところは、口頭で解説された内容をより詳しく記入しておくなどの工夫が必要です。 

 
② 授業外で 
▼宿題 

宿題も授業の一環ではありますが、ご自宅で勉強していただくということで授業外とさせ

ていただきます。中２までは宿題を提出していただき、チェック及び添削を行っています。

宿題をチェックした結果、そのクラスに足りないものが自ずと見えてきます。足りないと思

われる部分については、再度授業で時間をとりますので、生徒の皆さんは不足している箇所

の復習や確認をすることができるのです。また、生徒自身も宿題をやることによって、自分

に足りない部分を意識した状態で授業を受けることができ、より迅速に弱点を克服できるよ

うになります。宿題をやる上で大切なのが、分からない問題にも時間をかけて取り組むとい

うことです。分からない問題にあたった時は、授業中にとったノートを参照するなどして、

時間の許す限り、じっくりと問題に向き合ってください。しっかりと考えた上で解説を聞く

ことが重要なのです。実はテストの時、点数に差がつきやすいのが、難問よりも基本～標準

的な問題での失点であり、その問題をしっかりと得点源にできるかどうかは、宿題をきちん

とやるかやらないかで大きな差がでるのです。 
例えば、中学３年生のクラスでは、必ず毎回１０題程度の基本的な大学入試問題を宿題と

して出しています（計算のトレーニング）。すると、１年間で約３００題の大学入試問題を解

くことになりますので、１回１回の宿題を軽く考えていると、結果として大きな差が生じて

しまうことになるのです。 
 
▼きちんと「出席する」ということ 

学年が進むにつれて、一度の授業で扱う情報量も飛躍的に増えていきます。一度の欠席が

及ぼす影響も、それだけ大きくなります。まずは、安易に授業を休まないようにしましょう。

学校行事や体調不良などでやむを得ず欠席してしまう場合は、なるべく早い段階で担当講師

に相談してください。 
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▼毎日数学にふれる 
部活や学校行事等で忙しい日々を送っていることと思いますが、毎日「数学にふれる」こ

とを心がけましょう。学校の宿題でも構いません。大切なのは数の感覚、図形の感覚 を損な

わないことです。過去にとても優秀な生徒が、短期留学で約１ヶ月間数学から遠ざかってお

り、帰国後、授業に合流したところ今までしたことがないような計算ミスや間違いを多発し

たことがあります（もちろん、その後今まで通りしっかり勉強していただきましたので約１

ヶ月でもとの状態に戻りました）。ですから グノーブルの宿題や授業内容の復習も一気に行

うのではなく、数日に分けて行うのが効果的です。 
 

 
３. 大学入試の変化 
 
① 大学入試で求められる力 

大学入試の数学では、提示された条件から結論を論理的に導くことが要求されます。つまり、 
 ・問題文より全条件と目標を把握し、 
 ・条件や目標に応じた妥当な方針を立て、 
 ・個々の言いかえや計算を正確に遂行すること 
が要求され、さらに、場合によっては、 
  ・そのすべての過程を記述すること 
も要求されます。 
科目の性質上、ある程度の学力があるならば、問題に対する解説を聞いたり読んだりすれば、

解答に至る過程を理解することはできるとは思いますが、実際には自分の力だけでこのすべて

をやりきる力が必要となります。 
 
▼妥当な方針を立てる 
数学の問題を解く上でのすべての行動（言い換えをする、計算するなど）は、条件だけでなく

目標をふまえて決定されます。条件と目標は問題文に書かれていますので、まずはそれらを正し

く把握しなければなりません。その上で、与えられた条件と目標に適した手法を選択し、実行す

ることになります。つまり、数学の問題を解くということは、大局観を持って個々の行動を粛々

と実行することと言っても過言ではありません。 
 
▼条件と目標を把握する 
数学が苦手な方に多い状況として、問題の要求が全く理解できていないことが挙げられます。

そのような方は、問題文に登場する数式や言葉尻にのみ注目して、自分の解いた経験がある問題

へと都合よく解釈し、深く考えずに、自分の経験したことのある手法を実行します。その結果、

答案には、目標が理解できている人から見ると的外れな内容が羅列されているのです。 
数学は、条件反射で解く教科ではありません。頼りになるのは問題文だけですので、問題文を

正確に読解して、すべての条件と目標を正確に把握することが、数学の問題を解く上でのスター

トラインとなります。 
このとき、用語や記号の意味や文字の役割などを正しく認識できていないと、問題文の把握は

できません。数学は暗記科目ではありませんが、最低限のルール（高校数学独特の記号の意味や

その性質、導入された背景など）を理解している必要があります。とくに高校数学は、抽象的な

量を扱うので、新しい関数や数多くの記号、概念が導入されます。まずはルールを受け入れるこ

とが大切です。さらには、ルールを理解し、正確に使えるようにならなければなりません。 
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▼適切な言い換えを選択する 
記憶力のすぐれた方に多い状況として、解いた経験のない問題に対応できないことが挙げられ

ます。このような方は、パッケージングされた解法を、丸々暗記できます。ですから、条件の数値

が異なるだけの解いた経験のある問題であれば、模倣することで、正しい結論を求めることがで

きます。しかし、肝心の「その手法を選択する理由」を理解できていないので、本質的には同じ問

題に対してすら、出題のされ方が異なると対応できなくなります。さらには、解けない問題に出合

ったとき、記憶力があるがゆえに、深く考えずにその解法を記憶しようとします。その結果、いく

ら勉強しても数学が得意にはならず、再び暗記に精を出すという悪循環を繰り返します。 
受験学年の授業では、「その手法を選択する理由」に焦点をあてた授業をしています。条件と

目標に応じた妥当な方針の立て方を一人ひとりが、自分のものにすることで、適切な言い換えを

選択できるようになり、解いたことのない問題に対しても、自力で解けるようになります。 
 
▼論述する 

大学入試の数学の解答形式は、大別すると「マークシート形式」（大学入学共通テストや一部

の私大など）と「記述形式」（国公立大の二次試験など）の二種類になります。「記述形式」の答

案では、解答の数値や結論に至る過程を、採点官に向けて、数式や日本語で記述する必要があり

ます。この記述で求められることは、隙のない論理を積み重ねて、結論を導くことです。例えば、

ある言い換えを用いるのであれば、その前提条件を満たしていることを確認した記述があるべ

きですし、また、具体例を通じて予想したのであれば、その予想が一般に成立することを論証す

る必要があります。計算の途中式や事実を羅列したところで、肝心な部分に対して曖昧な表現を

用いて誤魔化したり、記述がなされていなければ不十分です。極論的にはなりますが、正しい数

値や結論が求まったとしても、根拠が十分でなければ、その問題が解けたということにはならず、

部分点すら発生しません。 
論述する力をつけるには、本人が作成した答案を第三者が添削するというサイクルが必須で

す。受験学年の９月以降の授業は、毎回が本番に向けたテスト演習です。このとき、「記述形式」

の答案を作成し、担当講師が添削することを繰り返します。担当講師が添削しますので、クラス

全体の弱点が把握でき、その弱点をふまえた解説をします。また、一人ひとりの生徒の傾向に踏

み込んだアドバイスも答案に残します。 
 
▼計算ミスを防ぐ 

 数学が得意な方でも、計算ミスをします。しかし、数学が得意な方は計算ミスが少ないのは事

実です。計算ミスが少ない方の特徴としては、２点挙げられます。 

１点目は「計算ミスをしたときに自分で気付けるプロセスをもっていること」です。計算ミス

の少ない方は、自分の計算について、多角的に検証します。例えば、不定積分を求めたら微分し

て元の式に戻るか確認する。漸化式より一般項を求めたのならば、具体的な値を代入して、与え

られた漸化式より実際に求めた値と等しいか確認する。図形の問題であれば、求めた数値に量的

な妥当性があるか確認する。など、枚挙に暇がありません。つまり、一方的に計算を推し進める

だけではなく、ところどころで後ろを振り返ることで、進んでいる道が正しいかを検証している

のです。 
２点目は、「計算ミスをしそうな計算に持ち込まないこと」です。計算をする際、どんなに大

変な道のりでも、正しいことを続ければ、正しい数値を求めることができます。しかし、計算が

得意な方は、その愚直な計算では計算ミスの可能性が高まること、時間がかかることが身に染み

て分かっているので、工夫ができるときは工夫をします。例えば、公式化された変形法や適切な

言い換えを使用できる状況ではそれを用いますし、解法全体における役割をふまえて数式を変

形します。つまり、知恵を使うことでミスの可能性を減らそうとします。 
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② 大学入学共通テストに関して 

▼センター試験からの変更点 

2021年より「大学入学共通テスト」が始まりました。数学については下記のような変更があります。 
形式については、記述式の問題の出題は見送られマークシートのみとなりました。ただ、文章やグラ

フなどを読みとる分量がセンター試験と比べて 25％程度増えましたので、「数学Ⅰ」および「数学Ⅰ・数
学 A」、「数学Ⅱ・数学 B・数学 C」とともに試験時間が６０分から７０分に変更となりました。2024 年度の
数学ⅠAの平均点は 51.38点（100点満点）と大きく難化した一昨年（2022年度の平均点は 37.96点）
の反動でかなり解きやすくなりました。ただ、まだ難易度は安定しておらず、易化や難化を繰り返すこと

が数年続くと考えられます。 
内容面においては、センター試験では問題解決における構想から結論に至るプロセスがあらかじめ

提示され、そのプロセスに沿って必要な数値を求めていくといった、問題を解決する過程を再現する力

（知識や技能）を求められていました。大学入学共通テストでは「問題を解決するための構想を立て、問

題解決の方略を考える力（習得した知識・技能を用いた問題解決能力）」を重視する内容に、また日常

生活や社会の事象等を題材に取り入れることで「様々な問題を数学的に捉える力（習得した知識・技能

の運用力や判断力）」を試すテスト内容に変更されました。設問の流れに沿って問題を解いていく従来

のセンター試験と比較すると、答えまでの筋道を自力で考える部分が目立ち、センター試験より１０分時

間が伸びたとはいえ、時間的余裕はありません。また、計算量も前年度の反省を踏まえ大きく軽減され

ましたが、今後を考えると正しく、速く解く力をつけることは必要不可欠です。ただ、制度変更ばかりが大

きく取り上げられていますが、「大学入学共通テスト」に変わっても数学力の根幹である、「正確で速い計

算力」、「必要な知識の習得」、「習得した知識の活用」といった基礎学力の必要性は変わりません。 
 
▼Gnobleでの取り組み 
大学入学共通テストで新しい問題形式となりましたが、グノーブルでの指導方針や授業形態が変わ

ることはありません。もともとグノーブルの授業は「自分の力で問題を分析し、解決する力」を身につけ

ていただくことを基本方針としており、この力を身につけていただくために中学１年生から授業で演習の

時間を設けています。演習では身につけた知識をどう使うのか、自分の頭でしっかり考えていただきま

す。こうした練習を継続的に行うことで自ずと問題を分析し、解決する力を高めていくことができるのです。

さらに高校３年生の夏期講習以降はテストゼミを毎週行い、二次試験本番を想定したしっかりとした表現

力の指導、きめ細かい添削を通して得点力のアップに努めています。 
共通テストでは、日常生活や社会事象を数学の題材に取り入れる事を明言し、実際に出題されてい

ます。今年の問題では、電柱の高さ、影の長さ、太陽高度との関係について三角比を用いて考察する

問題、マラソンのベストタイムの記録を題材としたデータの分析の問題が出題されました。複雑な設定や

長い問題文に騙されず、きちんと条件を整理して数式化できれば、難しい問題ではありませんでした。 
グノーブルでは、ある程度知識が揃ったところで適切な言い換えを選択・実行する練習・指導を行っ

ています（＊セルフチェックシート）。 
これからもグノーブルでは、授業内での生徒とのやり取りや厳選された良問の演習・宿題を通して楽

しみながら計算力の向上や必要知識の習得を確実に行っていますので、多少の変化ではびくともしな

い「骨太の学力」を授業および添削を通して一人一人しっかり身につけていただけます。 
 
数学は、論理や数式を用いた世界共通語であり、日常生活や大学で学習していく上で必要不可欠な

学問の基礎となります。 
大学入試制度の変革や社会情勢の変化に柔軟に対応できる能力は、しっかりとした学力の土台が前

提となって培われるものです。そして学力の土台をしっかりと築き上げるためには、日々の練習、努力が

不可欠です。生徒が目を輝かせながら主体的に参加できる授業、日々楽しみながら練習、努力できる

教材を、これからも提供して参ります。 
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＊セルフチェックシート 
高２以降の授業で課された問題に対し、なぜこの手法を選んだのか、どうして解けなかったのか、自分の思考の過程を言

語化して書いていくグノーブル数学科オリジナルのシート。言語化することで自分の課題が明確化され、その課題を克服

していくことで数学を俯瞰的に捉えることができるようになる。 
 
 
４. 今後について 
 
①中１ 

▼冬期講習 

全４回の冬期講習では、第１日：「場合の数の基本」、第２日：「確率の基本」、第３日：「式の

展開の基本」、第４日：「因数分解の基本」、の順に授業を行います。この冬期講習より二次式の

数学がスタートします。４日間すべて新単元となり、新しい概念の導入および演習を行います。

確実に自分のものとするためにも１、２日目と３、４日目の順序を崩さないように受講してくだ

さい。 
また、現在数学を受講されていない方も、文字式の計算ができれば受講することが可能です。

科目追加を考えている方は絶好の機会となります。積極的なご参加をお待ちしています。 
 
▼冬期講習以降 

１月～２月（３学期）では、「式の展開の応用」と「因数分解の応用」を中心に学習します。

考え方をよく理解し、その上で十分な練習が必要な単元です。中学数学にとどまらず高校の内容

にも一部踏み込みます。しっかり学習する習慣をつけてください。 
中２の春期講習では平方根（√）を学習します。ここから１０月までかけて中学範囲の主要単

元を終わらせます。今まで以上に日々の学習が大切になってきます。確認テスト等を行いながら、

確実な定着を目指します。 
 
②中２ 

▼冬期講習 

全４回の冬期講習本科では、高校数学（数Ⅰ）の二次関数に関する問題を扱います。第１日：

「二次関数の応用①」、第２日：「二次関数の応用②」、第３日：「二次関数の応用③」、第４日：

「二次関数の応用④」の順に授業を行います。数学Ⅰの最重要テーマである二次関数から「二次

方程式の解の配置」と「絶対値のついたグラフ」を中心に学習します。これらの内容は二次方程

式を二次関数を用いて視覚化して考えることの重要性を説明します。この先学習する関数単元

（三角関数や指数・対数関数など）でも、この冬期講習の内容が深くかかわってきますので、理

解⇒復習⇒定着の学習サイクルを確立してください。 
また、新しく数学を受講される方のために【数学特別講座】として数学Ⅰの「二次関数基礎講

座」を用意いたします。４日間を通して、二次関数の基本事項（グラフを描く、二次不等式を解

く等）を学習していただきます。本科講座と合わせて学習することで、二次関数の重要部分をか

なり学習することが可能です。なお受講の際は、必ず「二次関数基礎講座」⇒「講習本科」の順

で受講ください。 
 
▼冬期講習以降 

１月～２月（３学期）は、大学入学共通テストでも必須である「データの整理・分析」と２学

期より学習を開始しました二次関数（数Ⅰ）の続きを学習していきます。「データの整理・分析」

では新しい用語や計算式など必要となる知識が多くなりますので、一つ一つの内容をきちんと

復習し、吸収することを心がけてください。二次関数（数Ⅰ）の重要性は先述の通りです。 
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③中３ 
▼冬期講習 

全４回の冬期講習では、第１日：「数と式演習①」、第２日：「数と式演習②」、第３日：「図形

と方程式演習①」、第４日：「図形と方程式演習②」の順に演習授業を行います。 
「数と式演習」では、数式、整式を扱う上での必要事項や相加相乗平均など基本事項の確認を

しつつ、大学入試問題を中心に演習することで理解を深めていただきます。 
また、１１月、１２月と学習してきました「図形と方程式」（数Ⅱ）の演習では、知識がしっ

かり定着しているかの確認およびその知識を必要に応じて運用することができるか演習を通し

て確認します。 
「図形と方程式」が未習または現在学習中の方は、【数学特別講座】「図形と方程式」をお勧め

いたします。４日間かけて図形と方程式の基本事項①点と直線、②円の方程式、③軌跡、④領域

について導入授業を行います。３学期より数学の受講をお考えの方は、ぜひこの機会に特別講座

をご受講ください。 
 
▼冬期講習以降 

１月～２月 （３学期）の授業は、「三角関数」（数Ⅱ）の単元を学習します。単位円を用いた

sin, cos, tanの定義から学習を始め、最重要テーマの加法定理を時間をかけて学習します。 
そして加法定理をもとに様々な公式等（倍角、半角の公式、三角関数の合成）を自力で導ける

ようになっていただきます。 
 
④高１ 
▼冬期講習 

全４回の冬期講習では、α系、H系両コースとも「空間ベクトル」の導入を行います。 
２学期で学習しました「平面ベクトル」の考えをもとに、扱う世界を３次元に広げていきます。

大学入試においても頻出の内容となりますので確実な理解を目指してください。 
新たに数学の受講を検討されている方で「ベクトル」を学習したことがない方へは、【数学特

別講座】「平面ベクトル」（全４回）を用意しています。まずこちらの授業でベクトルの概念、基

本的な考え方を学習したうえで、空間ベクトルを学習してください。 
 
▼冬期講習以降 

１月～２月 （３学期）は、α系では「複素数平面」（数Ⅲ）を、H系では数ⅠAⅡBCの最終単

元、「微分法・積分法」（数Ⅱ）を学習します。 
また、高２からは理系、文系に分かれ、それぞれ数 IIIの導入授業、数 IAIIBCの演習授業をし
ていきます。 

 
④高２ 
▼冬期講習と冬期講習以降 

 冬期講習以降の開講講座は、L 系（数ⅠAⅡBC の演習授業）と S 系（数Ⅲの演習授業）の２
種類です。理系の方は S系の講座に加え、L系の講座も受講するのが Gnobleの仕組みです。 
全４回の冬期講習では、L 系では、「整数」・「数列」・「微分法」・「ベクトル」、S 系では、「極

限」「微分法」の演習授業を行います。 
この冬期講習から高３夏期講習までかけて、それぞれ数 IAIIBC、数Ⅲを一通り演習し入試水

準に向けての土台を作ります。 
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国語科 
１.  Gnobleの考える「国語」 
 
▼国語という科目の特徴 
国語という教科は以下の２種類に分けられます。 

 
①鑑賞の国語 
「味わう国語」「感性を磨く国語」とも表現できるでしょう。実際に文章を読み、その奥に秘

められたもの、すなわち行間をとらえ、深い作品の魅力を味わう力を養うような国語です。高

校の科目名では「文学国語」といわれているものです。価値観の引き出しを増やし、感受性や

表現力を豊かにし、ひいては、人生全般の精神生活を豊かにしてくれる学びだといえるでしょ

う。 
ただし、この鑑賞力は教養の範疇に入り、大学受験では問われません。「行間を深読みするこ

とが重要なのだ」と考えると、得点力が安定しない状態に向かってしまう可能性が高いです。

「子供の頃、本を読むのが大好きで活字に親しんでいた」「中学受験の物語文が得意だった」に

もかかわらず、中学・高校、特に大学受験の勉強において得点が取れないという方は、国語に

ついて、ここでいう「鑑賞の国語」を国語の全てと考えてしまっているかもしれません。 
 
②情報処理の国語 
高校の科目名では「論理国語」といわれているもので、いわゆる「受験国語」がこれです。 
国語の読解問題においては、課題文の前に必ず「次の文章を読み、後の問いに答えなさい」

というような表現が、書かれています。これは、「本文に書いてあることを根拠にして問題にあ

たりなさい」、あるいは「本文に根拠を見いだせない問いは決して出しません」というメッセー

ジです。 
ここで注意すべきことは書かれていないのに「きっとこういうことだろう」「確かこのような

ことが書いてあったはずだ」などと、個人的想像力を広げて設問にあたってはならないという

ことです。「本文に文字として明記されていることのみを手がかりにして、作題者から訊かれて

いることに答える」のです。求められているのは客観的で正確な情報処理能力です。 
鑑賞の力が十分に備わっている方にとっては、受験で求められるのが表面的で浅い内容に思

えることもあるかもしれません。しかし、入試問題を解くときは、「書かれている通りに読む」

ことが全てだと考えましょう。特に共通テストは「語学のテストの一種」というぐらいの気構え

で臨んだほうが得点が安定します。 
 
以下、大学受験に直結する「情報処理の国語」について述べます。 

 
▼「情報処理の国語」を学ぶ上で意識したいこと 
さて、では改めて実際にどう学べば良いか、考えてみます。 
 

「次の文章を読み、後の問いに答えなさい」 

 
これは、国語の読解問題冒頭に必ず書かれている内容です。実は、国語の学習で必要なことの

全てがここに示されています。表現の前半と後半に分けてその意味を考えてみましょう。 
 
「次の文章を読み」 

正確な文章理解力が期待されています。この部分でつまずいてしまう原因は、 
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①語彙力の不足 
②物事についての常識・背景の理解が蓄積されていない 
③文法が定着していない 

です。以上の３点について力をつけねばなりません。①の充実のために必要なのはやはり質の高い

活字に触れる量を増やすことです。漢字の問題集や語彙の参考書なども重要ですが、「自分で例文を

作ってみる」「辞書を参照する」など、積極的に取り組まないと、自分の語彙にはなりません。 
②も非常に重要です。「論点の把握」とも表現できますが、評論系の文章を読むときに、論点を知

っていること、つまり、現代社会でどのような課題についてどのような意見があるのかは理解を積

み重ねておきたいものです。受験における評論文は時事的な内容を踏まえた文章も目立ちます。日々

のニュースやその背景にある社会課題に興味を持つことが必要です。グノーブルの現代文では、社

説の 100字要約にチャレンジすることを推奨しています。 
③について重要なのは「短文の文法問題のみ学習しない」ことだと考えます。グノーブル国語

科では、時間を区切って一気に全容を大づかみし、定着のために実際の文章に触れながらチェッ

クを繰り返し、定着を図る、という形式を推奨しています。文法学習のみをコツコツやっていた

のでは、細かすぎて逆に理解しづらかったり、無味乾燥なつまらない学習に陥ってしまったりし

ます。早めに文法の全容をざっくりと把握したら、どんどん実際の文章に触れ、長文読解を通し

て文法を身につけるつもりで臨むといいでしょう。授業での解説や訳との照合を通じ、何が身に

ついていないか、何を詳しく学べばよいかをチェックしながら学習を進めたいものです。 
完全定着の前に長文を読んでみる、というのは、幼児に対していきなり補助輪無しで自転車に

乗るのを強要するような乱暴な提案に見えるかもしれませんが、未知の文章を読む上での心構

えも養成でき、受験問題の初見の文章に臨むときにも役立つと考えます。 
言語の学習は「習うより慣れよ」の精神も大切です。 
 

「後の問いに答えなさい」 

正確な解答能力が期待されています。 
テストにおいて国語ができるということの核心部分はこちらです。この答える段階で求めら

れるのは「作題者との対話」、そして「採点者との対話」です。作題者が何を求めているかは当

然ながら、問題文の指示を正確に読めばわかります。そこから作題者が示したサインを見抜くこ

とも大切です。 
たとえば文章中の傍線部について「どういうことか」と聞かれていたらそれは単なる傍線部の

解釈でしょう。情報処理的に本文の適切な箇所をチェックしたうえで傍線部を分析的に解釈、換

言していけばいいことになります。しかし「どういうことと考えられるか」「どういうことを言

おうとしているか」と表現してあったら、「本文に答え全部は書いていないですよ。暗示されて

いることまで書くのですよ」と伝えたいのだ、と考えるべきでしょう。 
以上を踏まえ、設問にあたるとき常に意識したいことは 
 

①誤解や曲解がないよう正確に本文を読む。 
②設問趣旨を的確につかむ。 

＊問題指示の意図を理解する。 
＊本文から手がかりを十分に拾う。 

③選択問題は選択肢の内容吟味力、記述問題は表現力を十分に発揮する。 
  ＊解答が設問との対話になるようにする。 

特に、設問趣旨を把握し、手がかりを拾う②のプロセスを重視したいものです。「次の文章を

読み後の問いに答えなさい」と書いてあるのだから、文章中から手がかりが見つからないことは

あり得ないのだと考えて取り組みましょう。 
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ここまで意識していただきたいことを提案してきましたが、実際には苦労している方が多い

のも事実です。そのような個々の現状を把握して具体的なアドバイスを、授業内、さらに答案の

添削等でできればと思っています。 
  
▼大学入試の出題例 
将来の大学受験では、どういうことが求められているかを簡単に解説します。 
なお、どの局面においても共通するポイントは、「行間を読む読解力」「深い考察力」「豊かな語彙

力」を駆使しすぎないようにすることです。そのかわりに、 

・「作題者の意図」を見抜く 

・「採点者の想定」を見抜く 

という 2点が特に重要だと考えます。 
 
▼例題によるイメージ作り 
実際の受験問題で簡単に解説します。将来の受験ではどのようなことが求められるのかイメー

ジしてください。なお、東大の問題とセンター試験（共通テストの前身）の部分的抜粋を題材にし

ます。なお、今回は例を示しませんが、早稲田、上智、立教などの私大の問題には、知っていれば

正解を得られる知識問題も多いことは一言示しておきます。 
 

東大２０１１年の現代文より 
豊かさの内容が固定化された概念によって捉

とら

えられると、その概念によって空間の再編が行われる。たとえば「親

水護岸」は水に親しむという行為を可能にするように再編された空間であるから、空間を豊かにすることであるよ

うに思われるが、その空間は「水辺に下りる」「水辺を歩く」というコンセプトを実現する空間にすぎない。そこで

ひとは、たしかに水辺に下りること、水辺を歩くことはできるが、それ以外のことをする可能性は排除されてしま

う。この排除は川という本来自然のものが概念という人工のものによって置換されるということを意味している。

それは本来身体空間であるべきものが概念空間によって置換されている事態と捉えることができる。 
問「本来身体空間であるべきものが概念空間によって置換されている事態」とはどういうことか、 

説明せよ。 
 

＊対応法のイメージ 
東大は字数制限のある問題はほぼありませんが、解答欄のスペースでおおまかな字数（60 字）

を指定してあります。その中に「採点者の想定」を考えつつ書きます。この問題は「身体空間」と

「概念空間」の適切な解釈が中心でしょう。「本来････であるものが････によって置き換えられて

いる事態ということ」という解答構成を原則とし、あとは、「････」の部分を適切にまとめきれば

よいのです。東大は特にこのような「採点者の想定」が見抜きやすい問題が目立ちます。その枠組

みにあわせてまとめるのが「どういうことか」という換言問題の「作問者の意図」であると考えま

しょう。ここに、類まれなる言語能力やセンスは一切不要です。 
 
東大２００７年の古文より 
堀河天皇「さること侍りき。ただのことにはあらず。笛に秘曲を伝へて、その曲を千遍吹きし時、為隆参りてことを奏

しき。今二、三遍になりたれば、吹き果てて言はんと思ひしほどに、尋ねしかば、まかり出
い

でにき。それをさ申し

ける、いとはづかしきことなり」 
問「尋ねしかば、まかり出でにき」を、だれの行為かがわかるように、ことばを補って現代語訳せよ。 
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＊対応法のイメージ 
典型的な東大古典の設問です。単なる単語知識でなく適切に情報処理して（ことばを補って）、

相手に情景を伝えきれるかどうかを試しています。他を見ていても、「誰の、誰に対する、どのよ

うな気持ちであるかを述べよ」のようにそもそもの解答条件を指示する問題も目立ちます。 
さて、この部分、傍線部自体のみ訳すと「探したところ、退出してしまった」となります。この 
①「尋ぬ」は古文単語として「探す」という意味がある 
②「･･･しかば」の「已然形＋ば」の訳し方（この文脈では、理由「ので」、恒常条件「といつも」では意

味が通らない。過去の助動詞を含め、「たところ」にする） 
③「まかり出づ」の意味（退出する、おいとまする） 
④文末「･･･にき」という助動詞（完了「ぬ」・過去「き」）を訳出する 

といったあたりが、基礎とされる部分です。高 1・高 2のうちに、ここまではできなくてはいけま
せん。そして、受験生になると、この 4点に加え、問題条件を踏まえ、「誰が誰を探したか」「誰が

まかり出でたか」 を補って示せるようになる必要があります。 
「堀河天皇は」と始める人がいますが、この部分は登場人物の会話部分となっている部分です

から、「私が」とすべきでしょう。「わたくし堀河天皇が･･･」と訳しても構いません。主語の変わ

りやすい接続助詞「ば」で、主語が切りかわり、後半は、「為隆は」と補います。 
主語を把握した後で見ると、後半の謙譲語「まかり出で（＝目上の人のもとを退出する）」が自

敬表現になってしまいます。そこで、荘重体敬語（謙譲語の単語を使っ

て「～ます」を表す）であると理解し、「出て行きます」

とします。さらに、「私（＝天皇）が探したところ出て行った」という状況は失礼・不敬に当たる

と気付き、「すでに出て行ってしまっていました」と時制を調節することができれば完璧です。 
一見単純そうな問題にも、細かい分析と工夫が必要になることがご理解いただけたでしょうか。 

 
次に、共通テストの特徴を示すためにセンター試験の古文文法問題を２題示します。 
 
センター試験２０１２年の古文・文法問題より 

ａ 「…我よくこととり申さん」と、うけがはれたるに、うれしきことたとへんものなし。… 
ｂ 先の宮人、この人の二なき志をめで給ひて、琴を送られしが、絃一筋ある琴なりき。… 
ｃ 二筋に落つる涙も一筋の玉の小琴にかけにけるかも… 
ｄ その形面白かりければ、くしげの箱なる元結を一筋ひきかけて、調べ給へるよりはじまりて、… 

 
問 波線部ａ～ｄの文法的説明の組合せとして正しいものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。 

①ａ受身の助動詞  ｂ断定の助動詞  ｃ完了の助動詞  ｄ動詞の活用語尾 
②ａ尊敬の助動詞  ｂ伝聞の助動詞  ｃ格助詞        ｄ動詞の活用語尾 
③ａ受身の助動詞  ｂ伝聞の助動詞  ｃ断定の助動詞 ｄ完了の助動詞 
④ａ尊敬の助動詞  ｂ断定の助動詞  ｃ格助詞        ｄ動詞の活用語尾 
⑤ａ尊敬の助動詞  ｂ断定の助動詞  ｃ完了の助動詞  ｄ完了の助動詞 

 
＊対応法のイメージ 
マーク式の共通テストは、特に客観的情報処理に特化した試験です。 
文章が長く、選択肢も長いものが多いので、全体として「読む量」が多く、じっくり読んでいる

時間はありません。その出題スタイル自体にも「作問者の意図」を読み取るべきです。つまり、「数

段落後の遠くの手がかりが必要となるような、複雑な問題はほとんどない。傍線部と、その直前直

後のみを手がかりに『作業的に』答えを出せるように作られている」ことを知っておきましょう。

文章全体に関わる設問が出るとしても、各大問の最後の 1～2題だけです。 
そして、文章量が多いということは「読むスピードを上げる」か「読む量を減らす」のいずれか

となります。前者には語彙力ならびに長期的な読解経験の蓄積が必要です。 
後者にはテクニックも関わってきます。現代文で 1つだけ例を挙げると、「さて」「ところで」な
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どの話題転換の接続語に注目することです。傍線部の直後を読んでいって、「さて」が出てくれば、

それよりも先は別の話題となり、解くのに使う可能性は低いのです。 
上に示した古文の文法問題でも、自分にとって確実と思えるものから攻めれば効率が上がりま

す。例えば 2012 年は、Ｃが「完了」を表すと分かれば、早々に①⑤の 2 択になります。全てを完

璧に読み込まなくても解決するように、選択肢が作られているのです。 
小説や古文で、言葉の意味を聞く問題があるのですが、これも、深い含意というよりは、辞書的

意味が原則。作業的に解けば正解を得られる場合が目立つことを知っておきましょう。 
 
２. 受講効果を上げるために 

 
まず、受講の前段階についてのご提案です。国語という教科を愛する一担当者としての独り言

のようなもので恐縮ですが、グノーブルの国語受講を考えていない方、また、特に中学生の方に

も申し上げたいと思います。受験には直結しないかも知れませんが「国語に親しむ」ことをお勧

めします。具体的にいうとやはり「読書」です。元プロ野球監督の野村克也氏の名言として、 
 
「読書は博学なる人をつくり、会話は機敏なる人をつくり、筆記は確実なる人をつくる」 
 
という言葉があるそうですが、全ての前提に、インプット量、さらに考察習慣の蓄積が必要とな

ります。 
余談ですが、太宰治などは、その内容に共感しうる「適切な」年齢があると思います。社会人

になって初めて読むのではあまり価値がない気もします。逆に中学生のころにつまらなく感じ

た「高瀬舟」（森鷗外）や「故郷」（魯迅）を大人になって改めて読み、そのおもしろさに感動し

たという経験もありえます。各自にとって「その年齢でなければ価値がない」というタイミング

があるようです。これは重要な、かけがえのない体験だと思います。 
近年、スマートフォンも普及し、手軽に情報や娯楽が手に入るようになりました。かつてのよ

うに、持て余してしまった時間を名作の読書に費やすような生徒は少なくなりました。じっくり

と腰を据えて長めの文章を読むことは少なくなっていく傾向にあります。老婆心ながら、時間を

忘れて本に読みふけるというのは生徒や学生の間にのみ許された貴重な経験だということを伝

えられたら、と考えています。 
深い部分まで読み解けなくても、リズム感や語彙、登場人物に親しむだけでもいいのです。名

作を通して、日本語を体になじませておくことは、受験勉強を超えた教養として将来の財産にな

ると思います。点数に直結すること以外の知の楽しみを享受できることは、受験学年になる前の

幸福な時間でしょう。 
 
①授業内で 
▼古文の授業（高 1もしくは高 2で開講）の流れ 
前回の全訳演習プリント、返却と解説①⇒ 古文単語学習②⇒ 宿題の解説③⇒ お帰り全訳演習④ 

＊過去扱った内容を定着度確認のためそのまま出題する「復習問題」、「復習テスト」も実施。 

 
・前回の「全訳演習」（プリント）、返却と解説① 

得点をつけて返却します。解説では原則として黒板に全文を書き出し、ポイント部分を全て色

分けして（単語は黄色、助動詞は赤色、敬語は青色など全て事前に案内したルールで色を用いま

す）、一語一語を疎かにしない緻密な解釈を提案します。他の文章でも役に立つ、古文の背景知

識も楽しくお伝えしていきます。また、ただ講師が解説するだけではなく、どうすれば正しい解

釈になったかを各自に考えてもらうため、あえて「説明し尽くさず」、どこにポイントがあると
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思うか考えてもらいつつ解説を加えていきます、約４５分～６０分くらいかけます。 
 
・古文単語学習② 

「古文単語帳」を使用し、毎週７つずつをメドに解説していきます。どういう漢字をあてるか、

どういう語源イメージが存在するかを解説し、丸覚えにならないように工夫しています。また、

今まで読んだ文章のどこで出てきたかを聞く機会が後になるにつれて増えていきます。学習効

果を実感してもらいたい部分です。 
 
・宿題の解説③ 

基本的には１５分程度で終えられる程度の全訳が宿題です。授業ではやっているかをチェッ

クするだけの内容にならないようにしています。古文は、どこかで調べれば宿題をやった体裁が

整ってしまうことが考えられます。また解決法として辞書を引くことも重要ですが、調べると該

当部分がそのまま出ていることもあるでしょう。それを「ラッキー」ととらえるか、意味がない

と考えるかが重要です。原則として辞書は用いずに取り組み、最後の最後で取り組む中で考えた

自分のメドは正しかったか確認する程度にとどめるべきです。授業ではそのような姿勢を育む

ためにも「どこがよく分からなかったか」、「分からない理由は何だと思ったか」を聞き、確認し

ながら解説するようにしています。 
  
・全訳演習④ 

約１５分程度です。納得いくまで取り組んでもらい、提出してもらって授業は終了です。前期

は助動詞活用表や過去のノートの参照も許容します。どうすれば解決するか考えながら取り組

む姿勢を確立してほしいと思っています。同時に、機械的で、応用のきかない形で暗記をするの

でなく、実際に使いこなす中で古典文法をマスターしてほしいと考えています。答案の提出時、

「どうしてこんなにできないのだろう」と悩み落ち込む体験も重要だと思います。 
 
▼毎回出席する重要性 
授業は常に継続性を重視し、過去のどの内容と関連するか聞き続けることになります。よって

欠席などで空白部分があると、疎外感を感じることになってしまいます。出席し続けてください。

対面授業に出席できないときも、映像授業を見てメールで答案を提出してください。 
 
②授業外で 
▼宿題と復習 
既に提案したように、宿題はただやればよいという姿勢ではなく、次の授業への問題意識を持

つために取り組んでください。 
また、一番重要なのは３分程度の復習です。授業内で、プリントの整理の仕方も受講生には提

案しますが、整理をするついでに「何も書いてないプリント」を眺めるだけで十分です（１回音

読すればさらによいと思います）。眺める中で、授業で自分が分かっていたこと、分かっていな

かったこと、さらに当てられて答えられたところなど、授業を思い出す機会にします。そして、

「あれっ、この部分は何だったっけ」と感じたら、書き込み入りのプリントの方を見れば解決し

ます。この小さな積み重ねがいかに重要か進めば進むほど気づくことになります。また、授業で

配付する授業定着プリントの実施、長期休みなどの訳し直しも自主的に取り組んで欲しいと思

います。 
 
 



 25  

３. 今後について 

 
大学受験の一科目として「国語」を見たとき、注意しなくてはならない点は、大学により求め

られる力が大いに異なるということです。そもそも、国語が受験科目に存在するかどうかという

こと自体、大学によって差があります。 
たとえば、国立理系志望の生徒の場合ですと、 
 
・東大･･････････理系でも文系と同レベルの実力が二次試験まで必要 
・国立医学部････二次試験に国語があるところは東大・京大など限られるが、 

共通テストで高得点が必要である 
 
というように、志望校によって国語の必要状況に差があることが分かります。 
同じように、現代文・古文・漢文という３つの区分に関しても、どこまでの学習が必要である

かは大学によって異なっています。国語の受験勉強に関しては、志望校が固まり次第、受験科目

として国語がどのように必要であるかを調べることが相当に重要です。（特に古文・漢文などは、

大学入学後に使用する生徒も少ないため、受験形態に応じた効率的な対策が望ましいでしょう。） 
こうした入試制度に鑑み、グノーブル国語科では、国語学習に関して、以下のような学習スケ

ジュールを提案しています。 
 
中３冬期講習･･･古文入門 

※高 1以降の古文受講を前に、長文読解を中心とするグノーブル古文を体感していただける２日間完結講座 
 

中３ ３学期（１月・２月） 
特別講座･･･････大学受験の現代文入門 

※実際の入試問題も用いて、大学受験の「情報処理の国語」を練習していただく６回完結講座 
 

高 1･･･････････古文αα1［春期講習からの通年講座、１年間で文法から入試演習まで行い、完結］ 
                 古文β［2 学期からスタートする方向けの講座、9 月-2 月で文法から入試演習まで行い、完結］ 
        漢文［夏期講習と冬期講習で基礎学習］ 
 
高 2･･･････････現代文［春～12月］（文系、東大・京大志望の理系） 

古文αα1（高 1 で未履修の者）［春期講習からの通年講座、１年間で文法から入試演習まで

行い、完結（春期-12 月のみ受講で文法学習のみも可能）］ 
古文β［2 学期からスタートする方向けの講座、9 月-2 月で文法から入試演習まで行い、完結］ 
漢文［夏期講習と冬期講習で基礎学習、演習は３学期（講習の「漢文」を受講した者向け

の応用演習講座）］ 
※高 2秋まで国語の勉強に手が回らなかった生徒向けに新高 3（高 2）の 1～2月に速習講座として 

「現代文 3学期特別講座」「古文 3学期特別講座」の２講座設置あり。 
 
高 3･･･････････志望校別の対策［春期講習から直前講習で完結］ 

東大国語、難関国語、私大国語、小論文 
※夏期講習と冬期講習に「共通テスト国語」開講 

※春の段階で学力に不安のある者向けに１学期（４月～）に「受験国語基礎」開講 



 26  

古文は、高 1でも高 2でも受講していただけますが、
学校で、理科・社会の範囲履修があまり進んでいない高

1のうちに、通年で「古文」を受講し、古文の学力を完

成させるスケジュールが理想的だと考えています。そ

うすれば、高 2 の間に、現代文の実戦演習や理科や社

会の勉強に着手する余裕ができ、現役合格の可能性が

高まります。高 2 と合同のため、高 1 でついていける
のか不安だという方もいますが、春期講習で１から文

法をはじめ、毎週演習を重ねることで、年度末の１月～

２月には東大などの過去問にも取り組める力がつきま

す。 
いずれにせよ、高 3になって慌てて古文の学習に手を着けるようでは、十分な学習時間を確保

しにくく、成績を上げるのもなかなか難しい、という事実はお伝えしなくてはなりません。どの

ような方法で勉強するにせよ、入試に国語が関わる場合は、高 2までに古文と漢文の基礎学力を

身に付けることを前提にお考えいただければと存じます。 
 
４.総合型選抜の重要性と国語科でのサポート 

 
 近年の大学入試改革は、大きくは、高大接続のあり方、そして中学・高校の教育内容のあり方

を改革していこうという大きな運動です。その変化の中で、総合型選抜・学校推薦型選抜の積極

導入も進められています。 

 2015年、早稲田大学がその当時 4 割程度であった推薦・AOでの入学者を 6 割まで引き上げる

という方針を発表し、注目を集めました。実際に、「地域貢献型人材発掘入試」などが導入され、

代わりに一般定員の削減が進められています。2016年度には、東京大学で「推薦入試」、京都大

学で「特色入試」が始まりました。これらはいずれも、高校時点で積極的に学問（≠受験勉強）

に励み、大学での学びに関しても主体的に設計のできている生徒を採ろうとする選抜制度です。 

こうした流れの中で、「志望理由書や提出課題を見て欲しい」と、国語科の職員に相談に訪れ

る生徒がいます。そのこと自体は、私たちも大歓迎なのですが、 

「法学部を受けたいのですが、そもそも法学部って何をするところですか」 

「特に将来やりたいことがないので、志望理由として書くことがありません」 

という状態で相談に来る生徒がいて、驚いてしまうことがあります。 

総合型選抜は、単に入試機会が増えるという発想だけで簡単に受験できるものではありませ

ん。志望動機や将来の希望、専攻分野に関する問題意識などを語れなくてはなりません。もし特

に興味のある分野などが定まっていないのであれば、一般入試、あるいは推薦入試の中の「指定

校推薦」（学校の成績をもとに、校内選抜で決まる）という制度を利用してもらいたいと思いま

す。 

総合型選抜を考えている人は、中学生や高校１～２年生のうちに、関心のある分野について調

べたり、本を読んだり、その仕事に従事する人の話を聞いたりして、主体的に情報収集し、興味

や見聞を深めてもらえれば、と思います。学校内の部活や委員会などに留まらず、学外に出てい

くことも重要です。その分野で、中学・高校生向けに開かれているコンテストやイベントなどに

参加するのも良いでしょう。華々しい成果以上に、チャレンジする精神が見られています。 

 

（参考）高校生が挑戦できるアカデミック系のコンテスト等の例 
 
個人で参加できるものを中心に、全国を対象としたコンテストの一部をまとめました。これ以
外にも、都道府県単位での作文・小論文等のコンクールや、英語・日本語のスピーチ大会などが
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多数開催されています。また、コンテスト形式ではない、合宿型のイベントや、数ヶ月かけてプ
ロジェクトを進めていく企画なども多数用意されています。自分の興味のある分野について積
極的に情報収集をしましょう。 
※以下に示したのは、例年のスケジュールです。コロナで日時や形式が変更になったり中止にな
ったりしているものも多数あります。 
※特に、文学系・芸術系はここにはほとんど挙げておりませんので、クリエイティブ・芸術系を
志望する人はご自身で情報収集をお願いします。 
 

自然科学・人文科学系コンテスト 

l 日本数学オリンピック(9月末エントリー〆切、

１月の予選、２月の本選、３月の春合宿後、代表

は７月の国際数学オリンピックへ) 

l 化学グランプリ(６月上旬エントリー〆切、７月

に一次、８月に合宿での二次、高 2以下の優秀者

は翌年の７月に国際化学オリンピックへ) 

l 日本生物学オリンピック（５月下旬エントリー〆

切、７月に一次、８月に合宿での二次、高 2以下

の優秀者は３月の選抜試験後、翌年の７月に国際

生物学オリンピックへ) 

l 物理チャレンジ(５月中旬エントリー〆切、７月

に一次、８月に合宿での二次、高 2以下の優秀者

は秋・冬・春の合宿での選抜後、翌年７月に国際

物理オリンピックへ) 

l 日本地学オリンピック(１１月エントリー〆切、

１２月予選、３月合宿での本選、代表選考合宿後

に優秀者は７月の国際地学オリンピックへ) 

l 科学地理オリンピック日本選手権(１１月エント

リー〆切、１２月予選、その後、３次にわたる選

考を経て優秀者は７月の国際地理オリンピックへ) 

l 高校生科学技術チャレンジ(１０月上旬〆切) 

l 日本学生科学賞(１０月中旬〆切) 

l 高校生バイオサミット(６月中旬エントリー〆切) 

l 高校生の「建築甲子園」(９月頃〆切) 

l 数学甲子園(全国数学選手権大会)(６月エントリ

ー〆切、７・８月予選、９月本選) 

l 武蔵野大学 数理工学コンテスト(１月末頃〆切) 

l 日本言語学オリンピック(３月エントリー〆切・

筆記試験、５月アジア大会、７月国際言語学オリ

ンピック) 

l 国連国際理解・国際協力のための主張コンクール

 

論文・作品等の提出系 

l 明治大学文学部読書感想文コンクール(８月上旬

〆切) 

l 慶應大学小泉信三賞全国高校生小論文コンテスト

(８月末〆切) 

l 「金融と経済を考える」高校生小論文コンクール

(９月頃〆切) 

l JICA「国際協力エッセイコンテスト」全国学芸サ

イエンスコンクール(９月中旬頃〆切)  

l 日本数学コンクール論文賞(９月上旬〆切) 

l IIBC 高校生英語エッセイコンテスト(９月上旬〆切) 

l 櫻井徳太郎賞 論文・作文募集(９月頃〆切) 

l 筑波大学芸術専門学群 高校生アートライター大

賞 日本語エッセイ１０月頃〆切) 

l 産経「高校生文化大賞」作文・論文(１１月上旬

頃〆切) 

l 一般社団法人ＩＣＴマネジメント研究会 学生小

論文アワード(２月末頃〆切) 

l 神戸女学院大学 絵本翻訳コンクール(７月エン

トリー〆切、９月上旬作品〆切) 

 

ビジネス系・プログラミング系 

l 日本情報オリンピック［プログラミング］(９月

中旬・１０月中旬・１１月中旬の３回の予選エン

トリー募集あり、それぞれの予選通過者は２月に

本選、３月の合宿後、優秀者は７月の国際情報オ

リンピックへ) 

l 未踏ＩＴ人材発掘・育成事業(３月エントリー〆

切) 

l アプリ甲子園(９月上旬エントリー〆切、１０月

２次選考・本選) ※実制作部門とアイデア部門あ

り 

l 中高生国際Ｒｕｂｙプログラミングコンテスト(

９月頃〆切) 

l 未踏ジュニア(４月末〆切) 

l 椙山女学園大学 現代マネジメント学部 ビジネス

プラン・コンテスト(９月〆切) 

l 全国高等学校ビジネスアイディア甲子園(９月頃

〆切) 

l ファブ３Ｄコンテスト(１０月中旬〆切) 

l ＧＡＴＳＢＹ ＣＲＥＡＴＩＶＥ ＡＷＡＲＤＳ Ｃ

Ｍ部門・ＡＲＴ部門(１０月末頃〆切) 

l 読売中高生新聞 中高生未来創造コンテスト(１

０月末頃〆切) 
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理科【物理・化学・生物】 
１. Gnobleの考える理科 

グノーブルの理科は高校生から開講しており、おもに理科系のかたを対象に、物理・化学・生

物 3科目の授業をおこなっています。 
東京大をはじめ国公立大・私立大の医学部や難関大学を目指すかたが多く、難関の入試を乗り

越える学力を身につけていただけるように、日々、誠実に指導するよう心がけています。 
わたしたちグノーブルは、授業を通じて理科の楽しさ、面白さを伝え、将来に活かせる教養を

手にしてほしいと考えています。 
物理では、歴史的な流れに沿って学ぶことで、自然と知識が体系化されていくことを実感でき

るよう授業を進めていきます。先人たちの驚くべき着想によって他の現象が推察できるように

なったり、今まで別個の事柄であると思ったりしていたことが、共通のルール（物理法則）によ

って動いているのだと知ることは科学の醍醐味のひとつです。 
実物にこだわります。グノーブル化学はポイントとなる化学物質や興味深い化学反応を、でき

るだけ実物で実際にお見せします。教室で扱えないものは映像や写真を示すなど、本物に触れる

生きた化学をお見せします。グノーブル生物でも、実際の生き物たちの映像や写真を数多く紹介

します。 
身近な事柄とのつながりを採りあげます。自然や生活と化学・生物との関わり、日常生活のな

かで出くわす事柄やニュースで報道される話題などを題材に、化学・生物の基礎的な概念に導い

ていくようにします。 
最新のテーマを紹介し、ときには発展的なレベルの解説も伝えていきます。高いレベルだから

といって不安に思うことはありません。科学的な思考力を問うクイズを出しながら、楽しく授業

を進めていきます。化学・生物を知識の暗記科目という捉え方ではなく、ご自身の力で考える科

目として理解していきましょう。 
 

２. 受講効果を上げるために 

① 授業内で 

他科目と同じように、「休まない・遅れない」を心がけましょう。※ 2020年より毎週の授業を
撮影し、やむを得ず欠席された際は映像にて受講いただいています。 

② 授業外で 

A)復習 
授業後はまず、復習が重要です。ご自身が受けた授業の内容を、友人や後輩など他のかたへ

説明できるようになれば、理解したといえるでしょう。一度で理解できなかったら、理解でき

るまで考えてみて、そして担当講師に質問ください。理解したかどうかのチェックには、宿題

を活用しましょう。これらの取り組みかたを守れば、必ず科学的に考える力が身につき、受験

時には入試を乗り越える力を手に入れられます。 

B)宿題 
復習に続いて、宿題が重要です。グノーブル化学・生物の授業では、毎回数問の宿題を出し

ています。ⓑ問題集テキストの各問題を、化学は 5 段階でレベル表示し、生物は“必須／無印

／＋α”の 3 項目で区分しています。化学はまずレベル 1・2(基礎・計算)の問題から、生物は
まず必須と無印の問題を宿題として取り組むのが、効果的な学習方法です。所要時間は 30 分

～2 時間程度だと思います。ただ、いろいろなご都合により宿題に対応できないこともあるで

しょう。そのような際はレベル 1・2や“必須”の数問だけは取り組むようにしましょう。 
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３. 大学入試の変化 
 
① 大学入試の理科に求められる力 

高等学校学習指導要領における理科の目標は以下のように示されています。 

≪自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め…A)、目的意識をもって観察、実験などを

行い…B)、科学的に探究する能力と態度を育てるとともに…C)、自然の事物・現象について
の理解を深め…D)、科学的な自然観を育成する。≫ 

 
私たちグノーブルは、それぞれの節の意味を以下のように捉えています。 

A) 自然現象を観察する。 
B) 自身で実験、観察をおこなう。 
C) 科学的な見方によって正確に記録する。 
D) なぜそうなるのか理由、原因を考え、説明する。 

多くの大学入試では、これらの A)～D)を意識して問題が作られています。加えて化学では、 
E) 社会生活に役立つ物質を合成する。 

という観点から出題されることもあります。 
 
物理、化学、生物、地学の各科目によって入試対策の方法は異なりますが、理科に共通して重

要なことは、しっかりとした基礎知識を身に付けることと、それを基にした科学的思考力を養う

ことです。さらに難関の入試では、教科書や学校で見聞きした内容をまとめることにとどまらず、

試験当日に初見で未知の題材を読み、それを科学的、論理的に考え、自分の意見を文章で的確に

表現することも必要となります。 
 
東京大学の「アドミッションポリシー」に続く「高等学校段階までの学習で身につけてほしい

こと」の中で理科について、以下の能力を判断するための問題が出題されると明言されています。 
 

   ―下行より引用始め― 

１）自然現象の本質を見抜く能力 

自然現象を深く観察し、実物に即して現象の本質を見抜く発見力・洞察力を重視します。 

２）原理に基づいて論理的にかつ柔軟に思考する能力 

自然現象に関する知識の正確さとともに、自然現象を科学的に分析し、深く掘り下げ、論理的に思考する

能力を重視します。また、単なる計算力を問うのではなく、自然現象を定量的に考察する能力も重視しま

す。求められる自然現象に関する知識は、現行の高等学校学習指導要領の範囲を逸脱することはありませ

んが、これらを十分に理解・消化し、論理的に組み合わせて活用する能力が求められます。 

３）自然現象の総合的理解力と表現力 

自然現象は複合的な現象なので、一つの分野の特定の知識・技術のみではなく、幅広い分野の知識・技

術を統合し総合的に理解する能力を重視します。また、得られた結論を、客観的に説明する科学的な表

現力を重視します。    

―東京大学からの引用終わり― 
 
これらを踏まえて、私たちグノーブルでは、難関の大学入試の理科に求められる力を以下の 6
つと考えています。 
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(表) 入試に求められる力 
求められる力 説明 入試問題の例 

読解力 
読解とは、内容を理解することです。 

長文から必要な情報を整理する力が求められます。 
問題文 

思考力 

思考の定義は難しいですが…。 

入試では、暗記だけに頼らず、自然現象の本質的な

意味を考える力が求められます。 

問題文(対照実験

の意味、実験の設

計が持つ誤差) 

総合力 

総合とは、一つにまとめることです。 

いくつかの分野を横断して知識を活用する力が求め

られます。 

無機物質の性質、

沈殿反応、溶解度

積 

計算力 

計算とは、前提やルールに沿って結論を得ることで

す。入試では複雑な四則演算などを正しく速く処理

する力が求められます。 

(エ)(オ) 多くの

数値を扱う計算 

表現力 

表現とは、意見を言葉で示すことです。 

答案用紙に、考えかたや解答の過程を整理して記述

する力が求められます。 

(ウ)(エ)(オ) 

計算過程の記述 

実験考察力 
実験・観察結果と知識・理論とを結びつけて捉える

力などが求められます。 

問題文(滴定実験

の終点と、当量点

との区別) 

 
東京大 2021年の化学の入試問題を例にとり、具体的に説明します。 
東京大は問題文が長く、分量が多いのが特徴です。長文を短時間で正確に読みとる読解力が求

められています。微に入り細を穿つような知識は必要ありません。高校の教科書に記されていな

い情報はすべて提示されます。大切なのは、しっかりとした基礎知識を持ち、題材を正確に捉え

る思考力です。 
東京大は、複数の分野から複合的な出題をおこなうことも頻繁です。受験生が各分野の標準的

な問題を解けることは前提となり、複数の情報を同時に考える総合力を問われています。東京大

の化学では例年、理論化学の問題、無機化学と理論化学の融合問題、有機化学の問題という三問

構成で出題されています。特に理論化学は計算量が多く、解答への筋道を付けて、効率的に処理

していく計算力が必要です。 
化学では、検討の過程や自然現象の説明を簡潔に記述する出題があり、生物では数十字で合理

的に説明したり、二、三百字で順序だって説明したりする出題があります。受験生には、自身の

理解している内容を採点者に的確に伝える表現力が求められます。 
実験観察結果を受験生に与えて解答させる問題は理科の定番です。もしも受験生にとって初

めて見聞きする科学現象だとしても、高校の教科書で学ぶ基礎知識に結びつけて、「じつはこの

ような基本的な概念を題材にしているに違いない！」と確信する実験考察力を身につけて臨み

たいと思います。 
 

( 例 2021 年 東京大 第 3 問の I ) 
次の文章を読み、問ア～オに答えよ。 
試料水溶液中の塩化物イオン Cl－の濃度は、塩化銀 AgCl とクロム酸銀 Ag2CrO4の水への溶解度の差

を利用した滴定実験により求めることができる。ここに①! mol/L の Cl－を含む試料水溶液が 20.0 mL
ある。試料水溶液には、あらかじめ指示薬としてクロム酸カリウム K2CrO4を加え、クロム酸イオン 
CrO42－の濃度を 1.0×10－4 mol/L とした。試料水溶液に 1.0×10－3 mol/L の硝酸銀 AgNO3水溶液を滴

下すると、すぐに白色沈殿(AgCl)が生じた。さらに AgNO3水溶液を滴下すると白色沈殿の量が増加し、

②ある滴下量を超えると試料水溶液が赤褐色を呈した。③この赤褐色は Ag2CrO4の沈殿に由来する。 
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本滴定実験において、AgCl により濁った水溶液が赤褐色を呈したと目視で認められた終点は、 
Ag2CrO4が沈殿し始める点(当量点)とは異なる。そこで、対照実験として、試料水溶液と同体積・同濃

度の K2CrO4水溶液に炭酸カルシウムを添加し、下線部②の赤褐色を呈する直前の試料水溶液と同程度

に濁った水溶液を用意した。この濁った水溶液に、滴定に用いたものと同濃度の AgNO3 水溶液を滴下

し、④下線部②と同程度の呈色を認めるのに必要な AgNO3水溶液の体積を求めた。対照実験により補正

を行った結果、当量点までに滴下した AgNO3水溶液は 16.0 mL であることがわかった。実験はすべて

25℃で行った。 
 

〔問〕  
(ア) この滴定実験は、試料水溶液の pH が 7 から 10 の間で行う必要がある。pH が 10 より大きいと、

下線部③とは異なる褐色沈殿が生じる。この褐色沈殿が生じる反応のイオン反応式を答えよ。 
(イ) 本滴定実験に関連した以下の(1)～(5)の文のなかで、誤りを含むものを二つ選べ。 

(1) 対照実験により得られた下線部④の値を、下線部②で赤褐色を呈するまでに滴下した AgNO3 水

溶液の体積より差し引くことにより、当量点までの滴下量を求めることができる。 
(2) フッ化銀は水への溶解度が大きいため、本滴定実験は、フッ化物イオンの定量には適用できない。 
(3) AgCl は、塩化ナトリウム NaCl型構造のイオン結晶であるが、NaCl とは異なり水への溶解度は

小さい。これは、Na と Cl の電気陰性度の差と比べて、Ag と Cl の電気陰性度の差が大きいため

である。 
(4) 問アの褐色沈殿に水酸化ナトリウム水溶液を加えると、錯イオンが生成することにより沈殿が溶

解する。 
(5) 試料水溶液の pH が 7 より小さいと、CrO42－以外に、クロムを含むイオンが生成するため、正確

な定量が難しくなる。 
(ウ) 当量点において、試料水溶液中に溶解している Ag＋の物質量は何mol か、有効数字 2桁で答えよ。

答えに至る過程も記せ。 
(エ) 当量点において、試料水溶液中のすべての Cl－が AgCl として沈殿したと仮定し、下線部①の!を

有効数字 2桁で答えよ。答えに至る過程も記せ。 
(オ) 実際には、当量点において、試料水溶液中に溶解したままの Cl－がごく微量存在する。この Cl－の

物質量は何mol か、有効数字 2桁で答えよ。答えに至る過程も記せ。 
 
[ グノーブル 解答例 (ウ)(エ)(オ)のみ ] 

(ウ) 当量点におけるクロム酸イオンの濃度は、次のように計算できます。 

[CrO42－] ＝ 1.0×10－4 × 
!"."

!"."$%&." ＝ 
'
(×10－4 

当量点において、試料溶液中のクロム酸銀は飽和状態にあり、以下の溶解平衡が成りたちます。 

Ag2CrO4(固)  2 Ag＋ ＋ CrO42－ 溶解度積 K sp＝[Ag＋]2[CrO42－] 
これより、銀イオンの濃度について、以下の式が成りたちます。 

1.2×10－12 ＝ [Ag＋]2 ×
'
(×10－4 ∴ [Ag＋] ＝ 1.46×10－4 (mol/L) 

よって、銀イオンの物質量は以下のとおりです。 
(1.46×10－4)×{(20.0＋16.0)×10－3}	＝ 5.25×10－6 ≒ 5.3×10－6 (mol) (答) 

(エ) 塩化物イオンの総物質量は、以下のように求められます。 

(滴定終了時までに加えられた銀イオンの総物質量)－(溶液に含まれる銀イオンの物質量) 
＝ (1.0×10－3)×(16.0×10－3) － 5.25×10－6 ＝ 1.07×10－5 (mol) 

よって、元の試料水溶液の塩化物濃度は以下のように求められます。 

  ! ＝ (1.07×10－5)×
%"""
!"  ＝ 5.35×10－4 ≒ 5.4×10－4 (mol/L) (答) 

(オ) 当量点において、試料溶液中の塩化銀は飽和状態にあり、以下の溶解平衡が成りたちます。 
AgCl(固)  Ag＋ ＋ Cl－  溶解度積 K sp＝[Ag＋][Cl－] 

当量点での銀イオン濃度は、(ウ)より 1.46×10－4 (mol/L)なので、塩化物イオン濃度について以下

の式が成りたちます。 
1.6×10－10 ＝ (1.46×10－4)×[Cl－]  ∴ [Cl－] ＝ 1.09×10－6 (mol/L) 

よって、試料水溶液中に溶解したままの塩化物イオンの物質量は以下のように求められます。 

(1.09×10－6)×{(20.0＋16.0)×10－3} ＝ 3.92×10－8 ≒ 3.9×10－8 (mol) (答) 
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② 新入試への取り組み 

 
A) 大学入学共通テストの動向 
令和 3年度(令和 3年 1 月)より「大学入学共通テスト」(以下、共通テスト)が導入されました。
共通テストでは、知識の理解の質を問う問題や思考力、判断力、表現力を発揮して解く問題が、

各科目におけるすべての分野で重視されます。理科については、以前の大学入試センター試験(以
下、センター試験)より下記のような変更があります。 
≪科学的な探究の過程を重視します。自然の事物・現象の中から本質的な情報を見いだし、課題の解決に向け

て主体的に考察・推論することが求められます。教科書等では扱われておらず受験生にとって既知ではないもの

も含め、資料等に示された事物・現象を分析的、総合的に考察することができるかという、科学の基本的な概念

や原理・法則などの深い理解を伴う知識や思考力等を問う問題や、仮説を検証する過程で数的処理を伴う思考力

等が求められる問題なども含まれます。(大学入試センターのウェブサイトより) ≫ 
 
令和 3年度には、教科書等で扱われていない初見の資料等も扱う問題、当てはまる選択肢を全

て選択する問題、問題冊子にプリントされた方眼紙を用いて考察する問題が出題されました。 
令和 4年度には、一部の科目で変化がありました。化学は、思考力を問う出題の割合が増えた

ため、全国平均点が大幅に低下しました。生物は、文章からデータや題意を汲みとる読解力を求

められる傾向が強まり、選択肢の数が増えるなど難化したと捉えています。 
令和 5年度には、一部の科目で大きな変化がありました。 
化学は、思考力を問う出題がさらに増え、初見の情報を問題文から読み取って解く問題が出題

されたため、多くの受験生は時間が足りず、平均点が低下して得点調整(全国平均点 48.56を 54.01
へ加点する等)が行われました。 
生物は、実験内容を読み取る読解力、グラフや表を読み取る思考力・実験考察力が要求される

傾向が鮮明となっただけでなく、リード文が長文化して図表の数が増えました。このため、すべ

ての受験生は処理に時間がかかり、平均点が大きく低下して得点調整(全国平均点 39.74を 48.46
へ加点する等)が行われました。この行き過ぎた変化に対しては、大学入試センターの共通テス

ト問題評価・分析委員会で「適切でない」とされ改善を強く勧告されました。 
なお、物理は少し長文化しましたが、センター試験と比べて難易度にほとんど変化がありませ

ん。これは、大学入試センターが過去に実施した試行調査の中で、科学的な探究心を重視した出

題を試行したところ、モニター受験生の全国平均点が大きく低下する結果となったことが、セン

ター試験から方向性を変更しない理由となっているものと推測されます。 
令和 6年度は、令和 5年度とほぼ同様の出題傾向でした。難易度としては、化学と生物で思考

力を問う出題が前年より減少し、やや易化しました。四年間の実施を経て出題傾向がはっきりと

示され、難易度の調整も落ち着いてきたので、今後も本年と同じ状態が続くものと推測されます。 
 

B) 新高等学校学習指導要領の適用 
令和 7 年度の大学入試からは、新しい高等学校学習指導要領(以下、新課程)が適用されます。 
新課程では、アクティブラーニングを実現させるための基準が設けられ、学校における成績評

価の観点が変わりました。知識・技能、思考・判断・表現、主体的学習に取り組む態度という三

つの観点別に、学習状況の評価の質を高めることになりました。 
学校教科書にもいくつかの変更がありました。 
物理は、章節の項目名にわずかな変更がありました。 
化学は、化学基礎と化学の取り扱う範囲にわずかな入れ替えがあったほか、章節の項目名にわ

ずかな変更がありました。 
生物は、重要用語の個数を旧課程より減少し、生物基礎で 200～250 語、生物で 500～600 語
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を中心に指導するよう改められました。また、生物基礎と生物の取り扱う範囲に数点の入れ替え

があり、学ぶ順序の変更も行われました。 
 

C) Gnobleでの取り組み 
このような理科の中等教育における動向は、共通テストの難化に表れています。ただし、あく

までも「どのような場面でも、既存の知識を発揮したり授業を通じて身に付けた思考力等を発揮

したりできるかどうか」を問うための工夫であり、それらの資料等の内容自体を知識として問う

ことを意図したものではありません。前節のとおり、理科に共通して重要なことは、しっかりと

した基礎知識を身に付けることと、それを基にした科学的思考力を養うことなのです。 
二次試験への影響は、共通テストの変化ほど顕著に表れてはいません。理科系の難関大学を目

指すかたが、大学入試までに習得するべき内容は旧課程と新課程とでほとんど変わっていない

からです。新入試を乗り越える力は、難関大学の二次試験で求められる能力の一部と捉えられま

すし、グノーブル理科の指導方針に合致しており、学習方法等に大きな変更はありません。 
ただし、国公立大の医学部や、各大学の多様な入試形式の一部では、共通テストの配点率が高

い場合があり、時流を踏まえ得点力の向上を重要視しています。共通テストが難化した化学、生

物では、高 3のテスト演習において共通テストに特化した対策回を実施しており、ほぼ毎週のテ

スト演習で共通テスト対策の宿題を追加しています。今後も最新の動向を踏まえて分析、対策を

行って参ります。(文系志望のかたには、高 3 の夏期および冬期講習にて共通テスト“化学基礎

対策講座”、“生物基礎対策講座”を開講し、高得点へ向けて効率的に学習するポイントを指導し

ています。) 
 
 
４. 今後について 
 
A) Gnoble物理のカリキュラム 
高校の「物理」は「物理基礎」との関連を図りながら、より専門的に学習していきます。 

それぞれの内容は以下の通りです（高等学校学習指導要領より）。 
物理基礎：（1）物体の運動とエネルギー ・・・ 力学  

（2）様々な物理現象とエネルギーの利用 ・・・ 熱、波、電気 
物理：（1）様々な運動 
  （2）波 
  （3）電気と磁気 
 （4）原子 
 
高 2 春期講習に物理準備講座を開講します。春期講習後の 4 月の通常授業よりν（ニュー）

レベルの授業が始まります。もう一つのαレベルは高 2夏期講習より開講します。 
 

ν（ニュー）レベル  
高 2生 
・春期講習 物理準備講座（α、ν共通カリキュラム） 
・1学期 力学、電気     ※1学期：4 月～7 月 
・夏期講習 磁気 
・2学期 熱とエネルギー、電気・磁気とエネルギー  ※2学期：9 月～12 月 
高 2生（新高 3生） 
・冬期講習 光学 
・3学期 保存則      ※3学期：1 月～2 月 
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高 3生 
・春期講習 音波 
・1学期 実践演習     ※1学期：4 月～7 月 
・夏期講習 交流回路、原子物理 
 

αレベル  
高 2生 
・春期講習 物理準備講座（α、ν共通カリキュラム）  
・夏期講習 αレベル物理 導入講座 
・2学期 力学、電磁気学     ※2学期：9 月～12 月 
高 2生（新高 3生） 
・冬期講習 熱とエネルギー 
・3学期 電気・磁気とエネルギー    ※3学期：1 月～2 月 
高 3生 
・春期講習 保存則 
・1学期 種々の話題（応用）    ※1学期：4 月～7 月 
・夏期講習 光学、原子物理 

 
高 3生の 9 月からはレベル別演習授業が始まります。また、レベル設定も夏期講習までは【a
（アルファ)】【v（ニュー）】の 2レベルであるところを 9 月からは 3レベル設定として、よりき

め細やかな演習授業を通して、志望校合格へ導きます。 

＊αレベル：受験の枠組みに囚われず、自由な発想で物理の芯に迫るコースです。授業で扱う題材

は、Gnobleでしか出会えないオリジナル問題です。 

＊ν（ニュー）レベル：じっくりと基礎から応用まで 2年間で学ぶコースです。入試問題を題材
に、物理学の考えをマスターしていきます。 

なお、カリキュラムの詳細は、パンフレットを参照ください。 
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B) Gnoble化学のカリキュラム 
高校の化学は「化学基礎」という土台を踏まえたうえで、「化学」のなかで理論化学・無機化

学・有機化学、それぞれの分野を詳しく学習していく構成となっています。 
 

 
高 2 春から“化学α系”を開講します。学習分野としては、化学基礎を新高 2 の春期講習か

ら、理論化学を高 2 一学期の 6 月から、有機化学を高 2 二学期の 11 月から、無機化学を高 3の
春期講習から、講義形式でそれぞれ学習を始めます。 
まず、化学基礎の土台をしっかりと固め、続いて理論化学を学習し、それらの知識を使いなが

ら有機化学、無機化学を学ぶことで、本質的な理解をうながしていきます。 
授業のなかで入試問題を採りあげた演習の時間を設けています。また、クラス分けテストを定

期的に実施し、レベル別クラスを設定しています。 
 
入試まであと一年間と迫った高 2冬からは、化学α系だけでなく“化学速習”を開講します。

化学速習は、この時期から本格的に化学の学習を始めるかたや、これまで受講の機会を逃してし

まったかたのための講座です。おもに演習形式で授業をおこない、標準レベルから少し難易度の

高いレベルの入試問題を採りあげて、化学の知識と計算力を身につけていきます。 
まず化学基礎を冬期講習(高 2の 12 月)に、理論化学を三学期と春期講習(高 2の 1～3 月)に、

集中的に学習します。高 3 一学期(4～7 月)に有機化学と無機化学を学ぶと、化学α系の進度に合

流します。 
 
化学α系、化学速習ともに、高 3の夏までに全ての学習分野をひと通り学習し、高 3の後期は

テスト演習形式で実施します。なお、カリキュラムの詳細は、パンフレットを参照ください。 
 

 
 
 

 

(表) 高等学校学習指導要領より 

化学基礎 
化学基礎 (1) 化学と人間生活 
化学基礎 (2) 物質の構成 
化学基礎 (3) 物質の変化 

理論化学 化学 (1) 物質の状態と平衡 
化学 (2) 物質の変化と平衡 

無機化学 化学 (3) 無機物質の性質と利用 

有機化学 化学 (4) 有機化合物の性質と利用 
化学 (5) 高分子化合物の性質と利用 
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C) Gnoble生物のカリキュラム 
高校の生物は「生物基礎」と「生物」に分かれます。これらの違いは学習分野です。遺伝や生

態系など両者で重複する内容もあり、より発展的な内容を「生物」で学びます。 
・生物基礎：生物の特徴、ヒトの体の調節、生物の多様性と生態系 
・生物：生物の進化、生命現象と物質、遺伝情報の発現と発生、生物の環境応答、生態と環境 

 
高 1および高 2では“生物α系”を開講します。生物α系では、生物基礎と生物を区別せずに

一体化し、初学者(中学卒業)レベルの知識を前提として、高校生物の全分野を基本から一年間で

講義していきます。 
講義形式の生物α系は高 1・高 2の合同クラスです。たとえば医学部志望のかたのように将来

の進路を決めている場合、勉強時間に余裕のある高 1のうちに生物をひと通り学習することで、

高 2で化学、高 3で両科目の演習というように、計画的な入試対策が可能となります。また、文

系志望のかたが教養科目として受講する場合にも、高 1での受講をお勧めしています。なお、ク
ラス分けテストを定期的に実施し、レベル別クラスを設定しています。 
 
高 2のかたが受講する講座には、学習状況に応じて、二つの選択肢があります。 

 高 2では生物α系だけでなく“生物演習”を開講します。生物演習は、一歩先を行く高 2生の
ための講座で、高 1のとき生物α系をすでに受講されたかたや、学校等で生物を学び始めており

得点力をもっと高めていきたいかたを対象としています。標準レベルの入試問題を採りあげて、

生物の知識とともに基本的な論述力・考察力を身につけていく演習形式の講座です。春期講習か

ら生物基礎、6 月から生物を学習し、高校生物の全分野を一年間で学びます。 
 
高 3の生物はテスト演習形式でおこない、年度の後期は志望先別のクラスに分かれます。これ

らのカリキュラム詳細は、パンフレットを参照ください。 
 

 
 

D) Gnoble化学・生物のテスト演習 
グノーブル化学は高 3の夏期講習(7 月～)から冬期講習・直前講習までの約半年間において、

グノーブル生物は新高 3 の春期講習から約一年間において、テスト演習形式で授業をおこない

ます。※ 高 2の生物演習を受講するかたは、高 2の一年間も演習形式となります。 
難関大学の入試問題を採りあげ、皆さん一人ひとりの答案を確認しながら、入試を乗り越える

力、実戦力を養っていきます。 
入試までの限られた時間の中で、より高い効果が得られるように、志望先に応じた二種類のク

ラスを設置します。東大クラスは東京大、京都大、慶應義塾大(医)など、難関クラスは国公立大・
私立大の医学部、東京工業大をはじめ難関大学の理工系・医療系を志望先とするかたを対象とし

ます。 
 

以上 
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